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令年も元気に

老人バワー

10月23日の老人運動会では、それぞれの競技にみんながハッスル、その老人

パワーには圧倒されました。

また、競技終了後、今年は、松山市の若竹会（代表二神久吉氏）の伊予万歳の

公演もあり、なごやかに楽しい一日を過ごしました。 (9頁に関連記事）

令月号の主な内容
＝町報＝
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唖この店この人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

唖lふるさと回想記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17
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衝第 5 回「熱き艮心を開く人権集会」を開催．… • 18
唖読書感想文コンクール・・・・・・・・・・・・20
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町民のうごき

人口 3,398人 (-6)

男 1,646人 (-3)

女 1,752人 (-3)

世帯数 1, 0 1 6幕(-1)

（平成6年10月31日現在）



c。前。窟l 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂鴫 (2)

一般会計決算状況

19,962 

24,323 

25,649 

42,356 

繰越金

町 税

繰入金

県支出金

1,000,013 国庫支出金

1,280, 100 町 債

1,735,029 地方交付税

災害復旧費

土木費

公債費

教育費

農林水産費

民生費

総務費

565,765 

743,575 

1,274,297 

1,347,224 

44,234 

55,533 

65,733 

76,329 

168,811 

15億 10億 5億 （単位 ：千円） 5億 10億

歳入総額

1世帯当り歳入

1人当り歳入

52億9,141万円

5,239,023円

1,553,556円

町民の負担の概況

歳出総額

1世帯当り歳出

1人当り歳出

51億1,844万円

5,067,759円

1,502,770円

平成6年3月31日現在世帯数、人口による。
1,010世帯、 3,406人で算出

特別会計決窮状況

（単位：千円）

5円

4円 ム云 -註
事項

国民健康保険
特 別 会 計

簡 易 水 道
特 別 会 計

住宅新築資金等
貸付特別会計

老 人 保 健
特 別 会 計

計

歳 入 歳 出 差引額

274,103 246,395 27,708 

274,071 261,161 12,910 

9,895 9,881 14 

379,770 373,443 6,327 

937,839 890,880 46,959 



(3)＠。前。例 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鰯⑱忌

1町“ー財産呵湿l維持補修費

34,503刑(0.7%)

扶助費

L量笹慮ー呻饂m|
種 別

山 林

宅 地 等

建 物

計

種 別

財政調整基金

減 債 基 金

産業振興基金

福 祉 基 金

教育振興基金

水と土保全基金

土地開発基金

その他の基金

出 資 金

計

面 積

644,242 m 2 

291,385 

38,928 

974,555 

金 額

318,000=fP1 

138,460 

102,800 

135,975 

28,200 

5,000 

91,000 

67,195 

48,681 

935,311 

13,798刊(0:3%)

積立金

163,200fl'l(3.2%) 

繰出金

71,223刊(1.4%)

貸付投資及び出資金

20刑(0.0%)

町民の負担と支出 ＇

町税収入

191,532刑

※町民 1人当り

56千円

公債費の状況 ＇ ＆ 
平成6年5月31日現在

区
借入先 借件数入 地方債現在高 1世帯当り額 1人当り額分

大蔵省 70件 3,279,047 千円 3,246,582 
円 962,726 円

郵政省 15 725,579 718,395 213,030 
般
肱川農協 2 
会

348,533 345,082 102,329 

計
その他 10 385,855 382,034 113,287 

小 計 97 4,739,014 4,692,093 1,391,372 

喜
大蔵省 6 208,380 206,317 61,180 

郵政省 11 36,678 36,314 10,769 
会
計 小 計 17 245,058 242,631 71,949 

着々と工事が進む鹿野川湖大橋

（後方は省エネルギーモデル温室）

合 計 114 4,984,072 4,934,724 1,463,321 



＠。前。劉 i一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬 (4) 

完成したモニュメントの前で

風
の
博
物
館
展
示
室
内
に
『
風
と

龍
』
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
を
皆
さ

ん
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
き
っ
か
け
と
な

り
、

『
風
と
龍
』
の
モ
ニ
ュ
メ
ソ
ト

作
り
の
た
め
、
今
回
、
は
る
ば
る
イ

ギ
リ
ス
は
ブ
リ
ス
ト
ル
よ
り
お
越
し

い
た
だ
き
、
当
町
に
あ
る
鹿
鳴
園
ケ

ピ
ソ
を
拠
点
と
し
て
約
一
ヶ
月
間
滞

在
さ
れ
、
創
作
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、

こ
の
度
、
風
の
博
物
館
横
の
芝
生
広

:... 
， 
・ .... 

場
に
モ
ニ
ュ
メ
ソ
ト
を
完
成
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
方
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
活
躍
さ

れ
て
お
ら
れ
る
彫
刻
家
の
ト
ニ
ー

・

イ
ー
ス
ト
マ
ソ
さ
ん
で
す
。
ト
ニ
ー

さ
ん
は
、
現
在
、
公
民
館
で
社
会
教

育
指
導
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

ギ
ャ
ビ
ソ
バ
ソ
ト
ッ
ク
先
生
の
古
い

友
人
で
も
あ
り
、
先
生
の
ご
紹
介
に

よ
り
、
家
族
連
れ
で
今
回
来
日
さ
れ

ま
し
た
。

ト
ニ
ー
さ
ん
は
、
二
十
三
年
前
に

も
一
度
来
日
さ
れ
、
日
本
の
芸
術
、

工
芸
、
庭
園
、
建
築
に
と
て
も
関
心

を
も
た
れ
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
二
度
目
の
来
日
と
な
り
、
当

町
に
お
い
て
夢
の
創
作
活
動
が
出
来

た
こ
と
を
大
変
感
激
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ニ
ー

・
イ
ー
ス
ト
マ
ソ
さ
ん
よ

り
モ
ニ
ュ
メ
ソ
ト
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
ぎ
ま

し
た
。

私
は
出
来
る
限
り
地
元
の
材
料
を

使
い
、
地
元
地
域
の
人
々
と
共
に
創

作
活
動
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
計
画
ど
お

り
完
成
し
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

ドぞ分る供ん合 て館あと色い
ラ‘へこたでわ位いかるでとた龍
ゴ辛はとちいせ置まら＝し共だつ
ソ抱蔦をがま頭にす目面ょ通け—卜
の強を願這すがつ°に形うしれフ

ゴ体くはつい゜西い 入の゜たば
が見わて回ド向て る尖ド線‘-

ン／

青守しいりラぎは 山っラを博を
緑つまま‘ゴに‘ のたゴ発物注
かてしす喜‘ノ博東 姿形、ノ見館意
ら下た°んの物西 をはのさ周深
徐さ゜胴で下館の 反‘背れ辺く
々い．ど体くをを軸 映博中るのご ........ 
に°う部れ子院に し物にこ景覧 完成作品を発表するトニーさん

写真で見る今月の出来事

． 
『
龍
』
に
つ
い
て

1
1
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3
大
谷
地
区
地
方
祭
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宇
和
川
地
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地
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祭



(5) @。前。劉 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります (IBJ民憲章） 饂攣

風
を
漢
字
の
文
字
で
表
現
い
た
し

ま
し
た
。
漢
字
は
二
つ
の
部
分
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
南
北

の
軸
に
添
っ
て
配
置
し
ま
し
た
。
こ

の
ア
イ
デ
ア
は
、
バ
ソ
ト
ッ
ク
氏
が

送
っ
て
く
れ
た
、
風
の
博
物
館
の
案

内
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
見
て
ひ
ら
め
き

ま
し
た
。
風
と
い
う
漢
字
を
見
て
い

る
と
私
は
突
然
、
鳥
に
な
っ
て
、
そ

． 
『風』

に
つ
い
て

ィニ
工場内での作業風景 骨組みの基盤作り

濃
い
緑
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う。

れ
を
空
か
ら
見
て
い
ま
し
た
。
こ
う

や
っ
て
彫
刻
に
漠
字
の
形
が
取
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

外
側
の
部
分
に
は
、
生
き
て
い
る

材
料
を
使
い
た
い
と
思
い
、
風
で
た

わ
む
も
の
と
し
て
、
竹
を
選
び
ま
し

た
。
こ
の
竹
は
大
地
と
空
を
結
び
つ

け
ま
す
。

内
側
の
部
分
に
は
、
間
伐
材
の
杉

丸
太
を
利
用
し
て
組
合
せ
頑
丈
で
外

観
か
ら
は
シ
ソ
。
フ
ル
な
ピ
ク
ニ
ッ
ク`

 
設

鵬ゞ
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ぷ
置

~
．d
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を
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杉の
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龍の最後の仕上げ

:,;.,, ----"' —- ---.~' 
竹垣で風景美を出す

の
テ
ー
プ
ル
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
お
客
様
を
内
の
方
へ
引

き
つ
け
招
き
入
れ
る
よ
う
に
竹
の
植

え
込
み
が
大
き
く
開
い
て
い
ま
す
。

内
に
入
っ
た
人
は
、
そ
こ
に
漠
字
の

「
風
」
が
形
ど
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
れ
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
モ
ニ
ュ
メ
ソ
ト
が
作

り
出
す
空
間
の
背
後
に
あ
る
ア
イ
デ

ア
（
意
図
）
は
、
や
が
て
明
ら
か
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

中
野
小
学
校
三
年
生
の
ク
ラ
ス
へ

二
十
日
間
、
体
験
留
学
し
ま
し
た
。

言
葉
は
分
か
ら
な
く
て
も
心
は
す
ぐ

に
と
け
あ
っ
て
沢
山
の
お
友
達
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
生
活
、
運

動
会
、
稲
刈
り
な
ど
の
大
変
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
林
校
長
先
生

渡
部
先
生
を
は
じ
め
児
童
の
皆
さ
ん

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
国
際
交
流
の
輪
が
長
く
続
く

こ
と
を
願
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク

で
想
像
力
あ
ふ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
現
し
て
い
た
だ
き
沢
山
の
関
係

者
に
お
世
話
に
な
り
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ル
イ
君
の
体
験
留
学

ト
ニ
ー
さ
ん
教
壇
に
立
つ

小
学
校
六
年
生
の
ク
ラ
ス
の
教
壇

に
立
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
大
き
く
な
っ

た
ら
是
非
来
て
く
だ
さ
い
と
招
待
さ

れ
ま
し
た
。

1
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1
3
中
央
地
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方
祭
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/
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予
子
林
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6。前。別 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 鰤鯛 (6)

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
を
受
け
て
い
た
方
が
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
、
免

除
を
受
け
て
い
た
期
間
分
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
有
利

な
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

追
納
で
き
る
期
間
は
、
過
去
十
年

以
内
の
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
の

全
期
間
ま
た
は
一
部

で
す
。
一
部
の
場
合

は
、
一
番
古
い
月
か

ら
追
納
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期

間
は
、
年
金
を
受
け

取
る
際
に
必
要
な
期

問
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の

計
算
を
す
る
と
き
、

免
除
さ
れ
た
期
問
は

三
分
の
一
の
金
額
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
追
納
は

こ
の
三
分
の
一
の
金

額
を
元
に
戻
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
「
追

納
制
度
」
を
利
用
し

て
、
有
利
な
年
金
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ

、0し 年金だより

追納する保険料額 (1か月） （当時）

追納する期間 追納保険料 定額保険料

昭和59年4月～昭和60年3月 6,220円 6.220円
昭和60年4月～昭和61年3月 6.740円 6.740円
昭和61年4月～昭和62年3月 9.790円 7. 100円
昭和62年4月～昭和63年3月 9.670円 7.400円
昭和63年4月～平成元年3月 9.540円 7,700円
平成元年4月～平成2年3月 9.390円 8.000円
平成2年4月～平成3年3月 9.350円 8.400円
平成3年4月～平成4年3月 9.500円 9,000円

平成4年4月～平成5年3月 9.700円 9.700円
平成5年4月～平成6年3月 10.500円 10.500円

く
わ
し
く
は
、
役
場
国
民
年
金
係

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

免
除
を
受
け
た
保
険
料
は

追
納
で
き
ま
す

NHK放送開始70周年記念
あなたが選ぷ
「四国の自然・文化遺産」募集します

［募集の趣旨］

世界的価値を持ち、積極的に保護する文化財・

自然であるとユネスコが認めた「文化遺産・自然

遺産」に、法隆寺・姫路城・屋久島・白神山地な

どが選ばれました。

四国各地にも、 21世紀に継承すべき貴重な自然

や文化遺産が数多く残されています。

四国のNHK各放送局では放送開始70周年を記

念して、四国各県の県民422万人に残したい自然

や文化遺産を選んでもらい、「四国の自然・文化

遺産」として発表します。

これをもとに写真やビデオ作品を募集して、来

年 3月に開く「四国の自然・文化遺産」映像祭で紹

介するとともに、四国各地で写真展を開きます。

さらに、選ばれた自然や文化遺産の一部をハイ

ビジョソで撮影して、貴重な映像資料として残し

ます。

［応募要項］

＊あなたが住んでいる県の「残したい自然・文化

遺産」にふさわしいと思うものを、それぞれ 3

か所ずつ選んでください。

こ
の
度
予
防
接
種
の
改

設
正
に
伴
い
十
月
一
日
よ
り

開
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る

の

こ
と
と
な
り
、
予
防
接
種

ン
に
関
す
る
正
し
い
知
識
・

疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
、

ィ
適
正
な
情
報
提
供
を
行
う
、

ラ

「
予
防
接
種
ホ
ッ
ト
ラ
イ

種
卜
接
ツ

防

ホ

ソ

」
が
開
設
さ
れ
、

予
防

予

接

種

に

関

す

る

種

々

の

電

話
相
談
を
行
い
ま
す
。

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
設
置
場
所

〒
231横
浜
市
中
区
山
下
町
二
番
地

産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル

3
F

財
団
法
人
日
本
検
疫
衛
生
協
会
内

(Q 

0
四
五
ー

六
七

．—
|
一
八
五
八

相
談
日
時

毎
週
月
曜
日

1
金
曜
日

九
時
―二

0
分
＼
十
二
時

十
三
時
＼
十
六
時

＊「自然」は海や山やJIIなど、「文化遺産」は歴史的な建造物や街
並みなどから選び、具体的な地名や名前を書いて、はがきで

応募してください。

＊はがぎには、住所・氏名・年齢・職業と、必ず電話番号を書

いてください。

＊投票をもとに、「自然」「文化遺産」ともに各県それぞれのペス

ト10を決め、 12月下旬に発表します。

＊投票していただいた方の中から、抽選で各県それぞれ500名

に記念品をお送りします。

［締 切］ 12月15日（木）必着

［問い合わせ］〒790-76松山市堀之内 5
あ て 先「四国の自然・文化遺産」係

NHK松山放送局

Z0899-21-1111 

1
0
/
3
0

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
収
穫

（
中
居
谷
藤
原
さ
ん
）

1
0
/
1
2

鯉
の
放
流（
肱
川
本
流
）



(7)@。羽。別 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂偲尋

今年金婚式を迎えられた皆さん

部落名 夫 婦 名 年齢

小畑井 中野 ー・菊枝 77・72 

汗 生 赤岩 繁喜・トキミ 78・71 

共 栄 稲谷 熊雄・花江 83・74 

中居谷 村田 義信・シズ子 75・67 

広 常 谷田 要 ・美枝 78・74 

広 常 下野 恒貞 ・シズ子 77・69 

大 平 渡邊 茂雄 ・ミドリ 74・70 

小 藪 堀井清記男 ・達栄 71 •66 

下鹿野川 芦匡I氷‘ 新ー ・隆子 72 •71 

凩， 造 9晶,氷、 菩吉 ・ナミヱ 71 •70 

月野尾 山内 弘・シズ子 67 •70 

敷 水 森本 義秋 ．君子 70•67 

菟野尾 下石夏太郎 ・ツネ子 77・72 

柳 増田 初巳 ・オカヨ 68•67 

瓜生谷 武内 友ー ・光子 68•66 

平成6年度
_ — 

肱川町金婚式

金婚式を迎えられた皆さん

平
成
六
年
度
の
金
婚
式
が
十
一
月

四
日
に
肱
川
町
公
民
館
に
お
い
て
晴

れ
や
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和
二

0
年
に
ご
結
婚
さ

れ
た
方
々
で
す
。
十
五
組
の
内
十
四

組
の
ご
夫
婦
を
迎
え
、
肱
川
町
長
を

は
じ
め
、
各
種
団
体
長
さ
ん
が
出
席

し
祝
福
い
た
し
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
と
も
な
い

明
日
の
命
も
わ
か
ら
な
い
時
期
で
あ

り
、
そ
し
て
、
敗
戦
と
激
動
の
世
相

の
中
で
結
婚
さ
れ
た
方
々
で
す
。

戦
後
五

0
年
、
新
婚
生
活
を
始
め

た
節
目
の
年
か
ら
今
日
の
金
婚
式
ま

で
長
い
よ
う
で
短
か
だ
っ
た
人
生
を

想
い
出
し
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

「
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
思
う
こ

と
は
、
食
糧
難
、
子
供
を
育
て
る
に

も
食
べ
さ
せ
る
物
が
な
い
時
代
で
あ
っ

た
。
現
代
の
若
い
方
々
に
は
想
像
も

つ
か
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
」
と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ

た
皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

共
に
あ
ゆ
ん
で
丘

0
年

晴
れ
や
か
金
婚
式

12月から重度心身障害者
医療費・母子家庭医療費の
給付手続きが改正されます。
65歳以上の人が重度心身障害
者医療費公費負担制度による助

成を受ける場合、平成6年12月
診療分から医療機関の窓口で一

部負担金を支払う必要がなくな

ります。母子家庭医療費公費負

担制度については、 70歳以上の

人から適用されます。

現在は、医療機関で一部負担

金を支払った後、市町村で払い

戻しを受ける償還方式をとって

いますが、この改正により、受

給される方の便利を考え、医療

機関より直接市町村へ請求する

代理請求方式になります。

詳しくは、役場町民福祉課

（福祉係）までお問い合わせくだ

さし ‘o

農
作
業
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
よ

う
と
「
肱
川

K
O
M
E
米
体
験
」
が
十

月
十
六
日
予
子
林
の
体
験
交
流
館
で

松
山
市
を
中
心
に
十
四
家
族
四
十
七

人
が
参
加
し
て
稲
刈
り
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

六
月
に
自
ら
田
植
え
に
挑
戦
し
収

．．
 
．．．．．．．

．．．
 
穫
を
心
待
ち
に
待
っ
て

~
戦
~
い
た
こ
の
催
し
も
今
年

~
挑

iで
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。

．

当
日
は
池
田
義
喜
さ

こ・
↓

.

 
ー

・
ん
か
ら
鎌
の
使
い
方
等

)• 
ー

ー

．
 
．
 の
説
明
を
受
け
て
か
ら

Jr
・
 

-ト
-iBi
工
・

の

で

作

業

を

開

始

。

稲

刈

り

子
げ
初
め
て
だ
と
い
う
人

-い晴
し
火
親
~
も
い
て
慣
れ
な
い
手
つ

i

和

．
き
で
稲
を
刈
る
人
、
又
、

•••••••••••• 
子
供
達
は
自
分
の
背
丈
ほ
ど
に
伸
び

た
稲
を
力
を
込
め
て
刈
り
と
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
参
加
者
達
は
、
ば
ら
ず

し
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
、
き
ね
と
う

す
で
も
ち
つ
き
を
体
験
。
中
に
は
、

お
父
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
姿
も

見
ら
れ
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
限
り
で
し

親子で稲刈りを楽しむ

た
。
出
来
上
が
っ
た
も
ち
を
試
食
し

た
後
は
全
員
が
ク
リ
拾
い
を
体
験
。

栗
が
イ
ガ
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
を

不
思
議
そ
う
に
見
て
い
る
子
供
も
い

ま
し
た
。

今
年
は
干
ば
つ
で
水
の
管
理
に
は

大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、
平
年
並
み

の
作
柄
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。な
お
、
刈
り
取
ら
れ
た
稲
は
、
精

米
し
て
各
家
庭
に
四
迎
ず
つ
送
ら
れ

ま
す
。

僕
、
ゆ
う
じ
で
す
。

写
真
を
見
た
だ
け
で
は
、
お
と

な
し
そ
う
に
見
え
る
け
ど
、
兄

ち
ゃ
ん
に
負
け
ず
お
と
ら
ず
、

ガ
キ
大
将
と
い
う
感
じ
で
す
。

で
も
兄
ち
ゃ
ん
が
し
か
ら
れ
る

時
僕
が
か
ば
っ
て
ま
す
。
そ
の

優
し
さ
を
忘
れ
ず
大
き
く
な
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。 お父さん

錠児さん
お母さん
江利子さん

お父さん
政文さん

お母さん
伸子さん

僕
の
今
一
番
気
に
入
っ
て

い
る
歌
は
、

「
野
に
咲
く
花

の
よ
う
に
。

」

そ
の
せ
い
か
、
清
さ
ん
に

体
型
も
似
て
き
た
か
な
？

最
近
は
、
「
こ
れ
な
あ
に
？
」

と
聞
い
て
は
、
み
ん
な
を
困

ら
せ
て
い
ま
す
。

大
野
優
児
く
ん
（
上
森
山
）

平
成

4
年
9
月
23
日
生

2
歳
2
か
月

ロ
□
日日―

平
成
4
年
9
月

7
日
生

2
歳
2
か
月

t
 ◎
 

[
 

．
 ゚
z
 



c。前。別 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鱈鯛 (8)

「肱川町奨学生」の募集について
このことについて下記の要領で募集します。

記
1．応募資格
(1)高等学校（高等専門学校・盲学校・ろう学校及び養
護学校高等部）また、大学（これに準ずる教育施設）及
び各種学校に在学する者並びに生涯教育に関する研修
を受ける者。
(2)学業・人物ともにすぐれ、且つ健康な者。
(3)学資の支弁が困難であると認められた者。
(4) 日本国民であって保護者が、肱川町に居住する者。

2．奨学金の貸付限度額

(1)高等学校に在学する者。 月額12,000円
(2)大学に在学する者。 月額24,000円
(3)医科大学に在学する者。 月額50,000円
(4)各種学校に在学する者。 月額20,000円
(5)生涯教育に関する研修を受ける者。

必要経費を補助
3．受付期問

平成 6年12月 1日～平成7年 1月末日

4．奨学生の認定

肱川町教育振興基金審査会の審査を経て町長が認定す
る。

5．お問い合わせ先

肱川町教育委員会事務局 電話34-3424 

R
 

R

夜

中

に

、

な

ん

だ

か

息

苦

①
し
く
な
り
、
う
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
目
が
覚
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
ま
け
に

◎
 
G
心
臓
が
ド
キ
ー
ド
キ
ド
キ
ー

R
と
し
て
、
た
だ
ご
と
で
は
な

い
、
も
し
か
す
る
と
こ
の
ま

ま
死
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
の

◎
 

◎
不
安
に
お
そ
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
は
何
か
思
い
当
た

る
こ
と
が
あ
る
筈
で
す
。
お
酒
の
飲

み
す
ぎ
、
コ
ー
ヒ
ー
の
飲
み
す
ぎ
、

タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
、
又
は
夜
ふ
か

し
、
家
庭
の
も
め
ご
と
：
·
：
•

な
ど
、

こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
が
一
時
的
に
自

律
神
経
の
異
常
を
お
こ
し
た
か
ら
で

し
ょ
う
。

夜
中
に
も
し
心
臓
が
変
だ
と
思
っ

た
ら
、
上
半
身
を
起
き
上
が
る
よ
う

に
高
く
し
て
、
少
し
後
に
、
も
た
れ

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
発
作
は
治
ま

り
ま
す
。

し
か
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
心
臓
が
悪

い
人
は
、
後
で
医
師
の
診
断
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

狭
心
症
の
場
合
で
し
た
ら
、
階
段

を
登
り
か
け
た
時
、
坂
を
登
り
は
じ

夜
中
に
う
な
さ
れ
る

？と思ったら… ，〉／，

剛／

ロ平成 6年10月1日より

子育てなんでもダイヤル
ょ‘‘-r 

匈 899-23-4152
FAX 0899-23-4471 
相談時間・毎日 9:00~21 :oo 
（祝日と年末年始は休みです）

こんな時にはお電話を下さい。
・育児のこと ・進路や勉強のこと

•発育のこと ・非行について

・家庭のこと ・不登校について

・学校のこと ・いじめについて

・友だちのこと ・唐待について

・性格や行動のこと •その他なんでも

--------------------・---・ -・ ・-・・---------・... -----・. ・-
愛媛県中央児童相談所
松山市御幸2丁目 3-45 8(0899)22-5040 

め
た
時
、
食
事
を
は
じ
め
た
時
な
ど

何
か
を
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
丁
度

ネ
ク
タ
イ
の
下
に
あ
た
る
部
分
が
、

締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
苦
し
く
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
発
作
を
労
作
性
発
作

......•.•••••••.••••••••• 

‘
 

•••
•••
••••••••

••••••••••••••••.••• 

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．
．．．．．．
．．．．．．．
．．．
．．．．．．．．．．．．．．．． 

六
月
十
五
日
か
ら
エ

事
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
、
予
子
林
の
郵
便
局

舎
（
椎
野
清
寿
局
長
）
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
十

一
月
五
日
に
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新
局
舎
は
、
窓
ロ
ロ

ビ
ー
面
積
が
約
―
―
十
六

平
方
メ
ー
ト
ル
と
旧
局

舎
の
四
倍
と
な
り
、
新

た
に
郵
便
貯
金
自
動
支

払
機
(
C
D
)
が
設
置
さ

れ
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

尚
、
こ
の
予
子
林
郵

予子林郵便局新局舎が完成

10月31日から業務開始

／
 

完成した予子林郵便局舎

と
言
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
心
臓
に
た
だ

な
ら
ぬ
異
常
を
感
じ
た
時
は
、
丁
度

よ
い
機
会
だ
と
思
っ
て
医
師
に
診
て

も
ら
っ
て
お
く
と
安
心
で
す
。

.`・, 

•• 

．．．
 

．
．
．
．
．
 

便
局
は
今
年
で
開
局
一

迎
え
ま
し
た
。

二

0
周
年
を

11月は「建設雇用改善推進月間」です！

建設業に働く方の雇用の改善
は進んでいますか！

建設業を営む事業主の皆さん、 人手不足が一層深刻
化しています。
建設業に働く方の雇用に改善を進めましょう。
詳しいことはお気軽に安定所までご相談ください。

ハローワーク大洲
（大洲公共職業安定所）824-3191

．雇用保険を受給されるみなさん！
失業の認定を受けるときは正しく申告しましょう。

・事業主のみなさん！
雇用保険を受給している方を採用された場合には
正しく申告するようご指導ください。

ハローワーク大洲
（大洲公共職業安定所）824-3191



(9) R。i他薦 舘 &OJ 饂麟

第
四
十
二
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大

会
が
、
十
月
六
日
県
民
文
化
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
に
お
い
て
、
宮
田
義
盛
氏
が
民
生

児
童
委
員
功
労
者
と
し
て
、
浜
田
洋

一
氏
が
優
良
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
功

労
者
、
ま
た
、
大
谷
老
人
ク
ラ
プ
が 浜田洋一氏 宮田義盛氏

社
協
だ
よ
り

愛
媛
県
社
協
会
長
表
彰
受
賞

宮
田
義
盛
氏
（
民
生
委
員
功
労
）

浜
田
洋
一
氏
（
優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

大
谷
老
人
ク
ラ
ブ
（
老
人
福
祉
功
労
）

⑮ 

老
人
福
祉
功
労
団
体
と
し
て
県
社
協

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
と
も
長
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
功
労
に
対
す

る
も
の
で
す
。
大
谷
老
人
ク
ラ
プ
は

老
人
福
祉
団
体
と
し
て
日
頃
の
活
動

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
は
、
国
際
家
族
年
で
あ
る
と

と
も
に
、
本
県
民
生
委
員
設
置
七
十

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
家

族
・
家
庭
の
重
要
性
を
強
調
し
た
福

祉
の
環
境
づ
く
り
を
行
政
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
展
開
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

本
大
会
は
、
福
祉
向
上
を
目
指
す

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
の
理
解
と
連
携
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動

の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
愛
媛
の
福

祉
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
肱
川
町
よ
り
民
生
児
童
委
員

さ
ん
全
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

肱川町社会福祉協議会
ff (0894) 34-2310 
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。
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し

十
月
二
十
三
日
午
前

九
時
か
ら
、
ト
レ
ー
ニ

ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
に
お
い

て
、
第
十
八
回
肱
川
町

老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
主

催
の
運
動
会
が
、
会
員

二
五

0
人
の
参
加
の
も

と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
式
に
お
い

て
、
愛
媛
県
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
た
、
大
谷
老
人

健
康
優
良
老
人
者
名

正

山

老

人

ク

ラ

プ

安

川

正

則

”

三

生

ヨ

シ

コ

大
谷
老
人
ク
ラ
プ
後
藤
美
貴
恵

”

兵

頭

フ

ジ

ェ

中

央

老

人

ク

ラ

プ

丸

山

音

澄

”

畦

田

鈴

子

小

藪

老

人

ク

ラ

プ

森

本

茂

子

”

和

気

梅

子

予
子
林
老
人
ク
ラ
プ
森
岡

亀

王

”

大

越

ミ

ヨ

ノ

岩
谷
老
人
ク
ラ
プ
山
本
ヒ
サ
子

ク
ラ
プ
に
対
し
て
福
田
会
長
よ
り
伝

達
式
が
あ
り
、
又
、
本
年
度
の
健
康

優
良
老
人
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
肱
川

町
長
よ
り
、

安
川
正
則
さ
ん
外
十
人

の
方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
方
々

よ
り
今
日
の
ご
苦
労
に
対
し
敬
意
を

述
べ
ら
れ
、
健
康
に
留
意
さ
れ
る
よ

う
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
老
人
ク
ラ
プ
、
今
岡
安
盛
さ

ん
の
選
手
宣
誓
が
あ
り
、
競
技
に
入

り
ま
し
た
。各
単
位
老
人
ク
ラ
プ
対
抗
で

勝
負
を
楽
し
み
ま
し
た
。
パ
ソ

食
い
競
争
な
ど
は
、
童
心
に
返
っ

た
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
し
た
。

彰表人
午
後
か
ら
は
、
各
ク
ラ
プ
の
歌
、

踊
り
の
演
芸
大
会
を
行
い
、
最

老良優
後
に
伊
予
万
歳
の
公
演
が
あ
り

康
ま
し
た
。
中
居
副
会
長
の
戦
友

健

の
友
情
公
演
に
、
老
人
ク
ラ
プ

の
方
々
も
熱
心
に
見
入
っ
て
お

ら
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は

か
れ
る
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

私
た
ち
は
自
己
反
省
を
日
常
の
も

の
に
し
て
き
た
長
い
歴
史
を
も
っ
て

い
ま
す
。
日
本
語
の
「
ス
、
ー
、
、
マ
セ
ン
」

と
い
う
言
葉
が
そ
の
証
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
「
ス
ミ
マ
セ
ソ
」
を
漢

字
に
当
て
て
表
す
と
「
済
み
ま
せ
ん
」

に
な
る
の
も
深
い
縁
が
あ
る
よ
う
に

私
に
は
思
え
る
の
で
す
。
英
語
で
は

「
お
許
し
下
さ
い
」
と
い
う
意
味
の
言

葉
を
つ
か
う
の
に
、
私
達
は
自
分
の

過
ち
を
あ
や
ま
る
意
味
の
言
莱
と
し

て
「
済
み
ま
せ
ん
」
を
使
う
の
で
し
ょ

う
か
。「
こ
れ
で
終
わ
っ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
必
ず
償
い
を
い
た
し
ま
す
」

の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
と

考
え
ま
す
。
反
省
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
償
い
を
す
る
こ
と
に
お
い

て
済
む
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
互
い
「
ス
ミ
マ
セ
ソ
」
を
つ
か
い
た

い
も
の
で
す
。

演芸大会大谷老人クラブ
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20 ~ 25年生（つくば）

白実に加工された輸出向け栗

今
度
実
施
さ
れ
ま
し
た
、
愛
媛
県

栗
研
究
同
志
に
依
る
韓
国
栗
産
地
及

び
加
工
施
設
研
修
の
一
員
と
し
て
参

加
致
し
ま
し
た
の
で
視
察
事
情
調
査

に
つ
い
て
御
報
告
致
し
ま
す
。

①

日

時

平

成

6
年
9
月
1
2
日
ー

14
日

②

場

所

慶

南

食
品
及
現
地

③
参
加
者
栗
同
志
会
役
員
十
名
、

農
協
担
当
者
三
名
、
経
済
連
（
事

務
局）

一
名

肱
川
町
栗
生
産
同
志
会
長

有

友

韓
国
栗
産
地
及
び
施
設
研
修
報
告

農

林

だ

よ

り

晋
州
市
、
高
麗

勇
編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

①
釜
山
（
プ
サ
ソ
）
の
人
口
は
三
百
八

十
万
人
で
韓
国
二
番
目
の
都
市
で

あ
る
。

②
土
地
が
狭
い
た
め
、
大
規
模
な
住

宅
団
地
（
高
層
マ
ソ
シ
ョ
ン
）
の
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

③
平
均
給
料
は
日
本
円
で
十
ー
十
五

万
円
で
あ

っ
た。

④
昨
年
は
冷
夏
長
雨
で
施
設
野
菜

（
特
に
白
菜
）
が
暴
騰
し
た
。
果
物

も
価
格
が
高
く
（
ぶ
ど
う
七
百
円
／

槌
）
エ
ソ
ゲ
ル
係
数
が
高
い
と
話

し
て
い
た
。

⑤
米
は
昨
年
、
今
年
と
豊
作
で
価
格

が
下
が
っ
て
い
る
上
に
ウ
ル
グ
ア

④
研
修
内
容

①
最
近
の
韓
国
事
情

①
釜
山
よ
り
車
で

3
時
間
位
走
っ
た

所
に
晋
州
（
チ
ソ
ジ
ュ
ウ
）
が
あ
る
。

人
口
三
十
万
人
位
で
農
機
具
メ
ー

カ
ー
と
農
業
が
主
力
と
な
っ
て
い

る
街
で
あ
る
。

②
高
麗
食
品
は
二
十
五
年
前
に
設
立

さ
れ
農
産
加
工
品
を
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
へ
輸
出
し
て

い
る
。
栗
の
甘
露
煮
の
輸
出
も
二

十
年
前
に
香
川
県
へ
輸
出
さ
れ
て

い
る
。

③
主
力
だ
っ
た
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
等

も
中
国
の
安
値
に
は
勝
て
ず
、
今

②
高
麗
食
品
株
式
会
社

（
具
社
長
・
理
専
務
）

イ
・
ラ
ウ
ソ
ド
で
の
輸
入
米
が
安

値
で
農
協
か
ら
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

こ。t
 

⑥
道
路
の
混
雑
は
想
像
を
絶
す
る
も

の
が
あ
っ
た
が
二
人
ー
四
人
に
一

台
の
車
を
所
持
し
、
家
庭
電
気
製

品
等
も
日
本
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
。

⑦
過
疎
の
村
で
は
中
国
の
花
嫁
を
迎

え
い
れ
、
家
族
と
認
め
ら
れ
た
一

年
後
に
離
婚
帰
国
す
る
財
産
詐
欺

事
件
が
問
題
に
な
っ
た
と
い
う
。

⑧
市
内
の
店
で
日
本
栗
を
一
五

0
0

w
/
k
g
二
百
円
で
販
売
さ
れ
て
い

こ。t
 

⑨
天
津
栗
は
栽
培
も
輸
入
も
さ
れ
て

い
な
い
様
で
日
本
栗
し
か
知
ら
な

か
っ
た
。

⑩
日
本
栗
は
お
祭
り
の
お
供
え
・
料

理
等
に
多
く
利
用
さ
れ
て
喜
ん
で

食
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

韓国栗の生産状況 (1991年）

地域 面積(ha) 生産量(t)

慶尚南道 30,800 36,555 

全羅南道 34,800 20,813 

その他 130,600 32,379 

合 計 196,200 89,747 

⑤
経
営
安
定
を
図
る
た
め
に
特
殊
商

材
（
よ
も
ぎ
加
工
品
等
の
自
然
食

品
）
の
開
発
を
急
い
で
い
た
。

⑥
韓
国
の
栗
の
生
産
量
は
八
万
ー
九

万

t
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日本向けムキ栗輸入量推移
（単位／ t)

: 
輸
入 116,270ll4,220ll6'280115,861114'850110,043
量
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で
は
原
料
を
輸
入
し
加
工
し
て
い

こ。t
 

④
生
産
一
環
体
制
を
維
持
し
て
い
る

の
は
栗
の
み
と
な
り
、
今
後
も
日

本
向
け
の
ム

キ
栗
輸
出
は
堅
持
す

る
意
向
で
あ
っ
た
。
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階級 L M 1 M 2 s 

サイズ 16g以上 13g ~ lOg~ 7 g ~ 

出荷率 15 % 40 % 30 % 

⑦
今
年
は
日
本
と
同
じ
干
ば
つ
状
態

で
早
生
種
は
作
柄
が
悪
い
も
の
の

平
年
作
の
収
穫
量
を
見
込
ん
で
い

こ。t
 

⑧
安
い
中
国
産
の
農
産
物
輸
入
お
よ

び
政
策
が
農
業
か
ら
工
業
優
先
に

方
向
転
換
し
た
こ
と
で
、
今
後
の

農
業
は
ど
の
道
を
歩
む
か
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

⑨
日
本
向
け
ム
キ
栗
出
荷
比
率
は
小

玉
中
心
で
あ
る
。

⑩
人
口
が
大
都
市
集
中
型
と
な
り
、

農
業
お
よ
び
農
産
加
工
場
等
は
人

手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

⑪
現
在
は
工
場
の
日
当
二
五
、

0
0

o
w（
三
千
円
）
ム
キ
賃
は
一
、
一

o
o
w
/
k
g（
百
五
十
円
）
と
日
本

に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
安
い
。

⑫
中
国
へ
栗
苗
が
入
っ
て
い
る
が
こ

こ
十
年
は
大
丈
夫
と
の
見
方
で
あ
っ

こ。t
 

⑤
平
均
樹
齢
二
十
年
生
位
の
大
木
で

あ
っ
た
が
ク
リ
タ
マ
バ
チ
の
被
害

が
な
い
こ
と
か
ら
極
小
の
毬
果
が

多
く
な
っ
て
い
た
。

⑥
栗
は
農
協
が
買
取
り
出
荷
さ
れ
て

い
る
。
農
家
支
払
い
は
キ
ロ
当
り

韓国の新植状況

年
次
一
新
植
面
積
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①
農
協
の
組
合
長
よ
り
日
本
か
ら
よ

う
こ
そ
の
後
に
栗
を
買
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
今
後
も
良
い
栗

が
出
来
る
よ
う
努
力
す
る
と
韓
国

語
で
挨
拶
が
あ
っ
た
。

②
面
積
は
判
ら
な
い
が
、
生
産
量
は

一、

0
0
0
t
程
度
と
話
し
て
い

た
。
ム
キ
栗
仕
向
け
は
、
大
玉
を

作
る
必
要
が
な
い
よ
う
だ
。

③
一
農
家
の
経
営
面
積
は
広
い
が
剪

定
等
の
技
術
は
な
い
よ
う
で
管
理

不
充
分
な
密
植
の
栗
林
で
あ
っ
た
。

④
栗
の
樹
齢
が
古
く
改
植
も
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
今
後
、
生
産

量
は
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

②
チ
ッ
ピ
ヨ
ン
地
区
の
栗
園

一
、
五

O
O
W
（
二
百
円
）
で
あ
っ

た
。
農
家
は
年
間
所
得
八
、

0
0

0
、

O
O
O
W
が
目
標
で
四
、

0

0
0、
O
O
O
W
を
栗
と
米
（
一
、

六
O
O
W
/
k
g
)
で
あ
げ
る
。

⑦
ク
リ
タ
マ
バ
チ
被
害
が
昨
年
は
多

く
出
た
の
で
防
除
さ
し
た
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

⑧
防
除
は
補
助
事
業
で
や
り
、
五
月

ー
収
穫
期
ま
で
に
五
回
程
度
、
有

機
リ
ソ
剤
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防
除

が
さ
れ
て
い
た
。

以
上
思
い
付
き
の
ま
ま
簡
単
で
す

が
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
短
い
日
程
で
あ
り

ま
し
た
が
韓
国
栗
園
及
び
食
品
加
工

の
現
状
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
色
々

韓
国
栗
に
対
し
て
の
不
安
を
少
し
で

も
解
し
ょ
う
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

こ。t
 最後
に
日
本
で
は
ク
リ
の
価
格
は

二
極
化
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
大
玉

で
病
虫
害
に
か
か
っ
て
い
な
い
良
質

の
ク
リ
は
極
端
に
価
格
が
高
く
、
小

粒
で
品
質
の
悪
い
ク
リ
は
極
端
に
安

い
わ
け
で
あ
り
、
大
玉
で
良
質
の
ク

リ
生
産
に
依
り
価
格
の
安
定
を
保
ち

又
そ
の
産
地
の
ク
リ
園
に
六
ー
七
年

生
ま
で
の
未
成
園
が
二

0
％
以
上
あ

れ
ば
生
産
量
を
維
持
で
き
ま
す
。

町
内
の
栗
生
産
者
の
皆
さ
ん
頑
張
っ

て
栗
作
り
に
自
信
を
持
っ
て
古
木
園

を
作
り
良
質
で
大
粒
の
ク
リ
作
り
に

挑
戦
し
て
下
さ
い
。

十
一
月
一
日
よ
り
十
二

月
三
十
日
ま
で
県
下
一
斉

に
年
末
特
別
金
融
推
進
運

動
を
実
施
し
て
居
り
ま
す
。

今
年
の
農
産
物
は
、
異

常
旱
魃
に
よ
る
大
被
害
を

も
た
ら
し
栗
を
始
め
あ
ら

ゆ
る
果
樹
類
や
、
タ
バ
コ
、

養
蚕
、
場
所
に
よ
っ
て
は

水
稲
の
方
も
大
被
害
を
受

け
、
農
家
に
取
っ
て
は
厳

し
い
状
況
に
有
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、

サ
イ
フ
の
紐
を
引
き
し
め

て
少
し
で
も
預
貯
金
の
方

へ
振
り
向
け
ら
れ
る
よ
う

宜
敷
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
農
産
物
代
金
や
、
ボ
ー

ナ
ス
等
の
定
期
化
、
定
期

積
金
の
増
口
、
増
額
契
約
、

他
銀
行
預
貯
金
か
ら
の
預

け
替
え
等
、
ど
う
か
皆
様

の
ご
理
解
を
頂
き
J
A
肱

川
の
目
標
が
早
期
に
達
成

致
し
ま
す
よ
う
格
段
の
ご

協
力
を
宜
敷
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

尚
、
今
年
も
年
末
に
は

担
当
者
が
各
家
庭
へ
訪
問

致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自標JA肱川貯金 51億9,876万円
（年末貯金各支所目標）

支 所 名 目 標 備考

本 所 301,357 
宇 和 J 11 9 1, 5 5 9 
大 ＾ Dヽヽ 79, 856 
予 子 林 47, 104 

計 519,876 

J
A
年
末
金
融
推
進

運
動
実
施
中
！
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スギ天然出絞 品種（中源・三五他）
S63年4月植付状況 予子林三瀬義明所有

孔
子
が
旅
を
し
て
い

る
と
、
悲
し
げ
に
泣
く

声
が
す
る
。

孔
子
は
「
駆
け
よ
、
駆

け
よ
、
前
に
賢
者
有
り
。
」

と
言
う
。
行
っ
て
み
る

と
皐
魚
で
あ
り
、
粗
末

な
衣
服
を
ま
と
い
、
鎌

を
持
っ
て
道
端
で
泣
い

て
い
る
。

「
と
む
ら
い
ご
と
が
あ

る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

な
ぜ
泣
く
の
か
。
」
と
尋

ね
る
と

「
私
は
三
つ
の
過
ち
を

犯
し
ま
し
た
。
若
く
し

て
学
問
を
し
て
諸
候
の

間
を
回
っ
て
い
る
う
ち
に
親
に
先
立

た
れ
ま
し
た
。
第
一
の
誤
り
で
す
。

わ
が
志
を
高
く
持
っ
て
、
君
に
仕
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
第
二
の
誤
り
で
す
。

友
人
と
親
し
く
し
て
い
た
の
に
、
さ

さ
い
な
こ
と
で
絶
交
し
ま
し
た
。
第

三
の
誤
り
で
す
。

樹
は
静
か
で
あ
ろ
う
と
し
て
も
風

は
や
ま
な
い
。
子
が
親
を
養
お
う
と

し
て
も
親
は
待
た
な
い
。
去
っ
て
し

ま
っ
て
会
え
な
い
も
の
は
親
で
あ
る
。

私
は
こ
の
言
葉
通
り
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
そ
う
言
っ
て
皐
魚
は
、
立

ち
つ
く
し
て
枯
れ
死
に
し
た
。

孔
子
は
弟
子
た
ち
に
言
っ
た
。

「
み
ん
な
こ
れ
を
戒
め
と
せ
よ
。
こ

れ
は
心
に
し
る
し
て
お
く
値
打
ち
の

あ
る
こ
と
だ
よ
。
」
と
、
そ
れ
を
聞
い

て
門
人
を
や
め
て
故
郷
へ
帰
り
親
を

養
お
う
と
す
る
者
が
一
―
―
一
人
も
い
た

と
い
う
。

こ
の
故
事
は
、
樹
は
静
か
に
立
っ

て
い
よ
う
と
思
っ
て
も
、
風
の
ほ
う

が
や
ま
な
く
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
と
言
う
意
味
か
ら
、
親
孝
行
を
し

た
い
時
に
は
親
は
い
な
い
も
の
だ
か

ら
、
親
孝
行
を
し
て
お
く
よ
う
に
と

い
う
四
字
熟
語
が
生
ま
れ
た
そ
う
で

す
。失
っ
て
み
て
は
じ
め
て
、
人
は
そ

の
も
の
の
大
切
さ
に
気
が
付
く
こ
と

の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
後
か
ら
気
が
付
い
て

み
て
も
も
う
遅
い
の
で
す
。
時
間
は

後
戻
り
な
ど
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
い
つ
で
も
「
今
」
と
い

う
時
間
と
そ
こ
に
生
き
る
自
分
と
い

う
も
の
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
林
業
改
良
指
導
員

生年7
 

＂
絞
d
[
 

ギ
U
ス

r

.

I

I

I

J

 

一
品
種
に
よ
っ
て
は
、

20
年
以
内
で
天
然
の
床
柱
が
生
産
一
一一

ー
出
来
る
。
夢
の
あ
る
林
業
を
（
堀
井
）

r. 

町
町
乞
f

柳
川

H6.10.6写 枝打ち 2回
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⑨
R
畠
R
黛
）

―

水

稲

―

冬
期
の
水
田
管
理

水
稲
の
場
合
、

「
稲
は
土
で
作
れ
」

と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
、
地
力
を

高
め
る
こ
と
が
安
定
多
収
の
基
本
で

あ
り
、
稲
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

労
力
を
惜
し
ま
ず
土
づ
く
り
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

＾
土
く
り
の
作
業
手
順
＞

①
良
質
な
有
機
物
の
施
用

堆
肥
や
稲
ワ
ラ
な
ど
の
有
機
物
を

施
し
て
土
中
の
腐
植
含
量
を
高
め
ま

す。
堆
肥
は
一

0
a
当
た
り
約
一

0
0

o
k
gを
施
用
し
ま
す
。

稲
ワ
ラ
を
す
き
込
む
場
合
は
、
一

0
a
当
た
り
二

0
k
g
の
石
灰
窒
素
を

あ
わ
せ
て
施
用
し
、
ワ
ラ
の
腐
熟
を

促
進
さ
せ
ま
す
。
た
だ
し
、
イ
モ
チ

病
の
被
害
ワ
ラ
や
モ
ミ
ガ
ラ
は
次
年

度
の
発
生
を
助
長
す
る
の
で
施
用
を

さ
け
ま
す
。

堆
肥
、
稲
ワ
ラ
と
も
に
湿
田
で
は

施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

②
土
壌
改
良
材
の
施
用

ケ
イ
カ
ル
又
は
フ
ェ
ロ
エ
ー
ス
を

1
0
a
当
た
り
一
五

O
~二
0
0
k
g

施
用
し
ま
す
。
根
の
活
力
を
高
め
、

茎
葉
を
丈
夫
に
し
、
イ
モ
チ
病
や
ご

ま
葉
枯
病
の
抑
制
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
荒
耕
し
の
実
施

有
機
物
や
土
壌
改
良
材
を
施
用
後
、

年
内
の
う
ち
に
耕
し
て
お
き
ま
す
。

水田における各種有機物の施用量

種オガクズ堆肥 バーク
稲わら 麦わら

わら
類牛糞豚糞賤糞 堆肥 堆肥
|K_1.5 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
化10化10化10 秋 誓麿梵田 込田成 1成 1成 1 に 植 梵植
備 肥20肥20肥50 す 材す ※え え
料％ 料％尉 き をき 20 20 減 減 込 施込 日 日
肥 肥 肥 む 用梵 前以

す に前

合ま す に
考

た き す
含込 き

※で石き灰る窒だ素け完20熟kg堆/肥10(a3をカ併月用以す上る堆と積よ）をい利用

冬
の
間
に
作
土
を
乾
か
し
、
堆
肥

や
稲
ワ
ラ
な
ど
の
腐
熟
を
早
め
、
蓑

分
を
作
物
に
吸
わ
れ
や
す
い
形
に
変

え
ま
す
。
ま
た
、
翌
春
の
雑
草
発
生

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

）

一
果
樹
の
管
理
一

苗
木
の
植
え
付
け

購
入
し
た
苗
木
は
荷
が
着
き
次
第

苗
木
を
取
り
出
し
、
根
を
水
に
漬
け

て
十
分
に
吸
水
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後

で
き
る
だ
け
早
く
植
付
け
を
行
い
ま

す
が
、
植
え
穴
な
ど
の
準
備
が
で
き

て
い
な
い
場
合
は
、
仮
植
え
を
し
て

お
き
ま
す
。

植
え
付
け
は
十
一
月
ー
三
月
に
植

え
ま
す
が
落
葉
果
樹
は
特
に
秋
植
え

が
良
い
で
し
ょ
う
。
春
は
希
望
す
る

苗
が
不
足
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
秋
植
え
の
方
が
新
根
発
生
が
早

く
、
春
先
の
生
良
が
良
好
で
す
。
根
は

で
き
る
だ
け
多
く
残
し
ま
す
が
、
傷

「
消
化
生
理
と
飼
料
給
与
」
に
つ
い
て

苗木の植え付け方法

シ90~!20cm
ドウ30cm
の他4炉 50cm

防止のに::

堆肥

表 1 落葉果樹の植え付け距離の標準

やせた土地 肥えた土地
種類 品種 栽植 IO a 栽植 IO a 

当たり 当たり
距離 本数 距離 本恣
m m mm  m 

[m、疇 6.0X6 Q 27 8.0X8 0 16 
力

キ 平核無、西条 7.0X7 0 20 9.0X9 0 12 

モモ、スモモ
全品種6.0X6 0 2717.QX7 0 20 ウメ

ナ シ 全品種 5.5X5 0 33 7.0X7 0 20 
ク リ 全品種 6 0X6.0 2790X9Q 20 
［キャソ畑7ーリー s.oxs 0 406.0X6.0 27 

プドウ デラウェア
7 0X7.0 20 9.QX9.0 12 ピオーネ、巨鮭

み
が
ひ
ど
い
所
は
切
り
返
し
ま
す
。

な
お
太
根
の
切
断
面
は
発
根
と
ゆ
合

を
促
進
す
る
た
め
に
滑
ら
か
に
切
り

返
し
ま
す
。
植
栽
要
領
は
図
ー
に
示

す
よ
う
に
、
準
備
し
た
植
床
に
根
を

四
方
に
広
げ
、
深
植
え
に
な
ら
な
い

よ
う
に
接
ぎ
木
部
を
出
し
て
覆
土
し

ま
す
。植
栽
距
離
は
土
壌
の
深
さ
、
肥
沃

土
、
品
種
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す

が
、
土
壌
条
件
の
良
い
所
や
樹
勢
の

強
い
品
種
は
粗
目
に
植
え
付
け
ま
す
。

（表
1
)

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

菊

池

明

ま
ず
今
回
は
、
乾
乳
期
に
つ
い
て

「
乾
乳
期
の
消
化
生
理
と
飼
料
給
与
」

と
い
う
事
で
、
簡
単
に
書
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

乾
乳
期
は
、
分
娩
に
備
え
て
、
牛

を
出
来
る
だ
け
休
息
さ
せ
る
時
期
に

な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

T
D
N
、
C

P

と
も
過
不
足
の
な
い
給
与
が
肝
臓
等

へ
の
負
担
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。
ボ

デ
ィ
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
ス
コ
ア
＾

B

c
s
>は
、
乾
乳
期
間
中
に
調
整
せ

ず
、
低
必
乳
期
に
調
整
し
、
乾
乳
開

始
時
に
は
三
・
五
ー
三
・
八
と
し
、
分

娩
ま
で
増
減
が
な
い
方
が
よ
い
で
す
。

繊
維
質
飼
料
は
、
繊
維
質
の
消
化

率
の
低
い
、
遅
刈
り
の
物
が
主
体
給

与
に
な
り
、
濃
厚
飼
料
も
一
ー
ニ

kg

日
与
え
た
方
が
よ
い
で
す
。
ル
ー
メ

ソ
消
化
や
セ
レ

ソ
な
ど
微
量
栄
養
素

の
た
め
に
、
栄
養
量
を
オ
ー
パ
ー
し

な
い
給
与
範
囲
で
満
腹
感
を
与
え
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ca
の
投
与
は
不
用
で
す
が
、
ビ
タ

ミ
ソ

A
の
添
加
投
与
は
必
要
に
な
り

ま
す
。
乾
乳
期
間
は
、
五
十
ー
六
十

日
は
必
要
で
す
が
、
九
十
日
以
上
は
、

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。

以
上
、
簡
単
に
書
い
て
み
ま
し
た
。

す
で
に
、
皆
さ
ん
実
践
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
も
う
一
度
確

認
し
て
み
て
下
さ
い
。
又
、
サ
イ
レ
ー

ジ
の
成
分
分
析
を
し
て
み
た
ら
と
思

う
方
は
、
遠
慮
な
く
、
言
っ
て
下
さ

、0し大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ

ー

峯

下

寿

樹

12
月
1
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
6
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

12
月
7
日
（
水
）
岩
谷
方
面

12
月
8
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
13
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
1
4
日
（
水
）
中
津
方
面

12
月
15
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
2
0
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

12
月
21
日
（
水
）
岩
谷
方
面

12
月
2
2
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
27
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
2
8
日
（
水
）
中
津
方
面

12
月
2
9
日
（
木
）
宇
和
川
方
南
面

12
月
2
日
（
金
）
大
谷
方
面

12
月
9
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

12
月
1
6
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

12
月
2
4
日
（
土
）
予
子
林
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

L
P
G
配
達
予
定
表

12
月
2
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

12
月
5
日
（
月
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

1
2月
7

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

12
月
9
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

12
月
12
日
（
月
）
久
保

12
月
1
4
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

12
月
1
6
日
（
金
）
広
常
・
影
地

12
月
19
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

12
月
2
0
日
（
火
）
森
・
肱
栄
；
硯
・

久
下
・
樋
野

ロ
・
汗
生

12
月
2
2
日
（
木
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

12
月
2
4
日
（
土
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

12
月
2
6
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

12
月
2
8
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

12
月
醤
油
配
達
予
定
表
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末
、
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言椅工ロ
t---- 1,込̀-・

―ー--
ジ
ャ
ン
ボ
な
贈
り
物

ー
歳
末
連
合
大
売
出
し
ー

月
日
の
た

つ
の
は
早

い
も
の
で
、
今
年
も
残

す
と
こ
ろ

一
カ
月
余
り

と
な
り
ま
し
た
。

年
末
を
ひ
か
え
、
肱

川
ク
ロ
ー

バ
ー
ス
タ
ソ

プ
会
と
歳
末
連
合
大
売

出
し
協
賛
加
盟
店
で
は
、

一
年
間
の
ご
愛
顧
に
感

謝
し
て
今
年
も
例
年
ど

お
り
、
十

二
月

一
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
一

カ
月
問
、
肱
川
町
と
河
辺
村
で
歳
末
連

合
大
売
出
し
を
行
い
ま
す
。

特
等
と
し
て
十
万
円
が
二
本
、
一
等

は
豪
華
景
品
を
十
二
本
、
ま
た
一
一
等
か

ら
五
等
ま
で
各
種
景
品
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

大
売
出
し
期
間
中
は
、
年
末
年
始
の

商
品
を
は
じ
め
日
用
品
ま
で
手
ご
ろ
な

価
格
で
提
供
し
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
お
買
い
得
商
品
を
豊
富

に
揃
え
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
買
物
、
ご
利
用
は
ぜ

ひ
地
元
商
店
を
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

◎
歳
末
連
合
大
売
出
し
の
内
容

＊

期

間

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

一
カ
月
問
で
す
。

＊
抽
選
補
助
券

大
売
出
し
期
間
中
、
五
百
円
の
お
買

い
物
に
一
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

＊

抽

選

抽
選
補
助
券

二
十
枚
で

一
回
抽
選
が

出
来
ま
す
。

＊
抽
選
期
間
・
抽
選
会
場

＊
十

二
月―

―十
四
日
か
ら

三
十
一
日
ま

で
と
、
一

月
五
日
、
六
日
の
十
日
間

肱
川
町
鹿
野
川

・
川
上
商
工
会
二
階

集
会
室

＊
一
月
七
日
・
八
日
の
二
日
間

河
辺
村
植
松
・
河
辺
村
老
人
福
祉

セ

ソ
タ
ー
・

時
間
は
、
毎
日
午
前
十
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
。

＊
景

品

特
等
・
十
万
円
が
二
本
。

一
等
？
三
等
・
家
電
製
品
等
豪
華
景

品。四
等
・
五
百
円
の
商
品
券

五
等
・
実
用
向
き
各
種
景
品

空
く
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
何
か

が
当
た
り
ま
す
。

年
末
に
は
、
下
記
の
歳
末
連
合
大
売

出
し
加
盟
店
を
ご
利
用
の
上
、
好
運
を

お
引
き
当
て
下
さ
い
。

|
I
l
ー

ー

ー

ー

ー

l
|
|
|
|
l
|
|
l

一
歳
末
連
合
大
売
出
し
加
盟
店

i

「

曽

根

時

計

眼

鏡

店

冨

永

呉

服

店

-

＿
正

山

地

区

―

一
谷

本

酒

店

橋

本

家

具

店

一

谷

本

商

店

福

栄

堂

菓

子

舗

山

田

商

店

福

栄

堂

薬

館

三

瀬

電

機

商

会

一
i

村

田

衣

料

品

店

養

老

酒

造

i

―
宇

和

川

地

区

―

令

岡

商

店

分

和

気

商

店

谷

本

石

油

店

一
i

フ
レ
ン
ド
シ

ョ
ッ
プ
い
ず

み

＿

大

谷

地

区

一

鉾

岩

商

店

i

u

&

K

石

油

土

井

商

店

一

リ

リ

ー

美

容

室

一
予
子
林
地
区

一

小

田

商

店

―

一
鹿

野

川

地

区

―

一
一

あ

お

ば

上

甲

商

店

i

大
西

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

店

i

鹿

生

堂

＿

河

辺

地

区

―

鹿

野

川

主

婦

の

店

i

鹿

野

川

セ

ン

タ

ー

あ

ま

ご

の

里

鹿
野

J
I
Iタ
ク
シ

—

河
辺
自
動
車

川

上

自

転

車

北

JII

商

店

i

川

上

石

油

店

名

本

商

店

京

屋

呉

服

店

ピ

ュ

ー

テ

ィ

サ

ロ

ン

あ

つ

み

ク

イ

ー

ン

美

容

室

本

門

精

米

所

河

内

写

真

館

や

す

こ

美

容

室

佐

藤

鮮

魚

店

シ

ス

タ

ー

美

容

室

写

真

の

堀
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肥前夢街道での青年部員

私
達
、
青
年
部
十
六
名
は
、
十
月
二

十
二
日
夜
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
、

九
州
の
七
城
町
へ
、
研
修
旅
行
に
出
か

け
た
。九
州
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
、
ま
だ
夜

が
明
け
切
ら
な
い
早
朝
の
小
倉
港
で
あ
っ

た
。
朝
食
の
前
に
太
宰
府
天
満
宮
の
参

拝
を
済
ま
せ
、
め
ざ
す
は
、
嬉
野
市
の

肥
前
夢
街
道
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
京
都

の
太
秦
映
画
村
の
様
に
、
江
戸
時
代
の

街
並
を
再
現
し
て
い
る
。
私
達
は
、
童

心
に
か
え
り
、
大
道
芸
の
「
ガ
マ
の
油

売
り
」
や
「
南
京
玉
す
だ
れ
」
に
、
見

入
っ
た
り
、
手
裏
剣
投
げ
に
興
じ
、
楽

一
名
水
と
七
つ
の
城
跡
・
七
城
町
へ

柳
川
下
り
、

ー
青
年
部
県
外
研
修
旅
行
記
ー

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
柳
川
下
り
を
体
験
し

た
。
こ
の
川
下
り
は
、
お
堀
の
中
の
、

約
四
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
一
時
間
か
け
て

巡
る
風
情
の
あ
る
も
の
で
、
特
に
船
頭

さ
ん
の
唄
う
歌
が
、
情
緒
を
い
っ
そ
う

印
象
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
気
の

良
さ
と
の
ど
か
な
風
景
、
そ
し
て
た
お

や
か
な
川
の
流
れ
に
、
心
の
安
ら
ぎ
を

感
じ
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ

と
バ
ス
に
乗
り
込
む
と
す
ぐ
に
、
こ
こ

ち
．よ
い
疲
れ
と
陽
気
の
せ
い
か
、
ガ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
を
子
守
唄
が
わ
り
に
、

い
つ
し
か
夢
の
中
へ
と
誘
わ
れ
て
い
っ

た
。
バ
ス
は
宿
へ
と
向
か
う
。

最
終
日
は
、
い
よ
い
よ
目
的
地
の
七

城
町
で
あ
る
。

研
修
会
は
、
七
城
町
商
工
会
館
で
午

前
九
時
か
ら
行
っ
た
。
ま
ず
、
指
璃
員

よ
り
七
城
町
の
簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
、
現
況
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

熊
本
県
七
城
町
は
、
人
口
約
六
千
人
で
、

菊
池
川
中
流
に
開
け
た
平
坦
地
に
位
置

し
、
南
の
熊
本
市
ま
で
二
十
五
km
、
東

の
菊
池
市
ま
で

4
k
m
の
距
離
に
あ
る
。

こ
の
為
両
市
の
通
過
点
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
町

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
去
年
、
町
出
身

の
映
画
。
フ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
お
呼
び
し

夢
街
道
を
後
に
し
て

て
の
上
映
会
と
、
出
演
女
優
を
囲
ん
で

の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
。
（
と
い

う
事
で
あ
っ
た
。
）

説
明
の
後
、
質
疑
応
答
に
入
り
、
そ

の
中
で
、
予
算
の
問
題
、
行
政
に
対
す

る
慟
き
掛
け
、
県
庁
ま
で
行
っ
て
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の

P
R
の
方
法
な
ど
、

参
考
に
す
べ
き
点
が
多
く
、
大
変
有
意

義
な
時
間
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
特
に
印

象
深
か
っ
た
の
が
、
「
二
年
目
の
今
年

が
大
変
で
あ
る
。
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ

た
。
私
達
の
活
動
に
お
い
て
も
、
マ
ン

ネ
リ
化
し
が
ち
の
事
業
を
い
か
に
発
展

さ
せ
、
ま
た
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
会
員
の
経
営
さ
れ
て
い

る
お
店
で
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
親

睦
を
図
り
、
七
城
町
を
あ
と
に
し
た
。 七城町商工会での交流会

税
の
書
道
展

十
月
十
七
日
大
洲
商
工
会
議
所
で
、

大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
主

催
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
書
道
展
」
の
作

品
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
租
税
教
育
と
納
税

意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
大
洲
喜
多
租

税
教
育
推
進
協
議
会
並
び
に
大
洲
税
務

署
、
八
幡
浜
地
方
局
の
後
援
に
よ
り
毎

年
実
施
さ
れ
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
内
の

小
学
生
（
四
年
生
以
上
）
、
中
学
生
か
ら

今
年
も
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
は
、
中
野
小
学
校
、
正

山
小
学
校
、
予
子
林
小
学
校
、
肱
川
中

学
校
の
四
校
、
河
辺
村
は
河
辺
中
学
校

か
ら
合
計
―
―
八
名
が
出
品
、
次
の
方

が
た
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
川
上
商
工
会
青
年
部
で
は

地
域
の
話
題
性
を
も
と
に
、
地
域
住
民

．．． 

の
心
に
少
し
で
も
ゆ
と
り
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
『
心
を
燃
や

せ
'
•
あ
か
り
を
灯
せ9.
』
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
鹿
野
川
大
橋
元
の
セ
ソ
ダ

ソ
の
木
と
山
裾
の
一
．
一
カ
所
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ソ
を
点
灯
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ。t
 

II 

◎
小
学
校
の
部

【
銀
賞
】

正
山
小
学
校

【
入
選
】

中
野
小
学
校

予
子
林
小
学
校

◎
中
学
校
の
部

【
金
賞
】

肱
川
中
学
校

【
銀
賞
】

河
辺
中
学
校

【
佳
作
】

肱
川
中
学
校

【
入
選
】

河
辺
中
学
校

II 

三

年

梅

木

千

穂

三
年
和
気
奈
々
恵

二

年

上

林

美

和

”

二

年

松

下

ま

ゆ

以
上
の
入
賞
作
品
は
、
税
を
知
る
週

問
の
行
事
の
一
環
と
し
て
大
洲
税
務
署

に
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
納
税
意
識
の
高

揚
に
役
立
つ
場
所
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
年

二

宮

由

紀

年

和

気

和

恵

年

鉾

岩

奈

穂

六

年

三

瀬

尚

子

四

年

清

水

綾

子

四

年

北

川

智

子

点
灯
期
間
は
十
一
月
二
十
日
よ
り
来

年
の
一
月
十
五
日
ま
で
と
し
ま
す
。
年

の
瀬
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
で
少
し
心
を

落
ち
着
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

暗
い
夜
を
明
々
と
照
ら
し
出
す
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
、
是
非
一
度
足
を
お
運

び
下
さ
い
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

心
を
撚
や
せ
！

あ
か
り
を
灯
せ
！
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一
こ
の
店
こ
の
人
一

『
人
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
』

サ
ン
パ
ツ
一
筋
三
十
年

金

野

翌

さ

ん

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
相
撲
大
会
で
は

実
況
放
送
で
お
馴
染
み
の
”
理
容
カ
ネ

ノ
“
の
ご
主
人
。

そ
の
実
直
な
性
格
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
、
交
通
指
導
貝
、
川
上
商

工
会
監
事
、
な
ど
な
ど
多
々
あ
る
役
職

を
精
力
的
に
ま
た
確
実
に
こ
な
す
。
地

域
住
民
の
リ
ー
ダ

ー
的
存
在
は
、
そ
の

信
頼
度
も
高
い
。
ま
た
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
、
創
作
館
や
慰
霊
塔
の
鍵
も
預
か

り
、
去
年
ま
で
の
二
十
年
問
下
鹿
野
川

部
落
常
会
の
放
送
も
引
き
受
け
て
お
ら

れ
た
そ
う
で
あ
る
。
「
う
ち
は
近
所
の

便
利
屋
み
た
い
な
も
ん
じ
ゃ
け
ん
。
」

と
照
れ
笑
い
の
金
野
さ
ん
。
『
こ
の
人

に
任
せ
て
お
け
ば
間
違
い
な
い
。
』
と

地
域
の
人
々
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で

あ
る
。し
か
し
あ
ま
り
に
厳
格
で
実
直
な
性

格
ゆ
え
に
、
時
と
し
て
確
執
を
生
む
場

、2
岩
業

（
理
容
カ
ネ
ノ
）

合
が
あ
る
ら
し
く
、
「
仕
事
上
は
損
を

す
る
こ
と
も
あ
る
ん
よ
。
」
と
苦
笑
い
。

一
本
筋
の
と
お
っ
た
気
骨
ぶ
り
が
う
か

が
え
る
。

商
売
上
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
何

か
あ
り
ま
す
か
？
の
問
い
に
、

「
い
つ

も
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
は
勿
論
じ
ゃ

け
ど
、
初
め
て
の
お
客
さ
ん
が
ま
た
来

グ

氏

名

泉

忠

幸

年

齢

二

十

四

歳

口

職
業
左
官
業
（
泉
工
業
）

夕

血
液
型

A
型

ヵ

趣

味

釣

り

・

ス

キ

ー

身狭

理
想
の
女
性
や
さ
し
く
て

家
庭
的
な
人
（
女
優
で
い
え
ば
山
口

智
子
の
よ
う
な
人
）

大
洲
高
校
肱
川
分
校
を
卒
業
し
、

内
子
の
左
官
屋
さ
ん
に
て
四
年
間
の

修
業
を
終
え
、
現
在
は
家
業
で
あ
る

（
有
）
泉
工
業
に
就
職
、
朝
早
く
か
ら

夕
方
も
遅
く
ま
で
慟
＜
慟
き
者
。

今
年
か
ら
商
工
会
青
年
部
に
も
は

い
り
、
部
で
も
期
待
の
若
手
と
さ
れ

て
い
る
。

仕
事
は
左
官
業
と
い
う
こ
と
で
家

の
碁
礎
工
事
や
壁
塗
り
な
ど
地
味
と

い
え
ば
地
味
だ
け
れ
ど
も
自
分
の
仕

て
く
れ
る
よ
う
な
店
に
し
た
い
と
思
う

と
る
ん
よ
。
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
じ
ゃ

け
ど
．
．
．0
」
と
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。
こ
の
道
三
十
余
年
の
ペ
テ
ラ

ン
が
今
に
至
っ
て
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
商
売
に
対
す
る
飽
く
な
き
姿
勢

を
も
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
驚
き
を
か

く
せ
な
い
。
な
お
「
田
舎
町
で
は
人
と

人
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
、
田
舎
な
り

の
商
売
を
せ
ん
と
い
け
ん
と
思
う
。
」

と
つ
づ
く
。

だ
が
こ
こ
に
き
て
、
今
の
中
高
校
生

が
好
む
髪
型
と
感
覚
の
ズ
レ
を
惑
じ
ら

れ
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
上

で
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
来
年

に
は
息
子
の
昭
一
君
が
帰
っ
て
店
を
継

事
の
良
し
あ
し
で
全
体
の
出
来
栄
え

を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う
点
で
非

常
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
様
子
。

趣
味
の
ス
キ
ー
は
最
初
、
こ
ん
な

も
ん
で
き
る
か
9
．
と
思
っ
た
そ
う
な

の
だ
が
、
今
で
は
ち
ゃ
ん
と
人
並
み

に
「
曲
が
り
」
「
止
ま
り
」
「
こ
け
る
」

を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

ク
ル
マ
に
な
か
な
か
う
る
さ
く
、
い

つ
の
日
か

B
M
W
か
ベ
ソ
ツ
を
所
有

す
る
日
を
夢
見
て
い
る
。

性
格
は
、
親
分
肌
で
情
に
も
ろ
く
、

み
か
け
に
よ
ら
ず
落
ち
着
い
て
い
る
。

と
い
う
か
年
の
わ
り
に
ふ
け
て
い
る

と
い
う
意
見
も
あ
る
。
と
は
、
彼
の

あ
る
友
人
の
弁
。

こ
ん
な
泉
く
ん
で
す
が
、
泉
工
業

共
々
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

ぐ
べ
く
相
談
中
だ
と
聞
き
、
商
店
後
継

者
不
足
の
折
心
強
い
も
の
が
惑
じ
ら
れ

た
。
ち
な
み
に
彼
は
、
理
容
の
競
技
会

で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
程
の
腕
ま
え

だ
そ
う
で
あ
る
。

話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
そ
ろ
そ

ろ
お
昼
に
な
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
用
事
が
あ
る
け
ん
。
」
と
金

野
さ
ん
。
お
父
さ
ん
達
に
毎
日
、
昼
夜

ご
飯
を
届
け
に
行
く
ら
し
い
。

い
つ
ま
で
も
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ

れ
る
金
野
さ
ん
で
い
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。現
在
奥
さ
ん
、
長
女
と
三
人
暮
ら
し
。

五
十
七
歳
。

今
年
も
残
り
わ
ず
か
に
な
っ

た
が
、
こ
の
一
年
、
政
治
・
経

済
・
自
然
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
が
あ
っ
た
。
特
に
こ
れ
ほ

ど
生
活
を
苦
し
め
た
年
は
、
無

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

経
済
で
は
、
一
ド
ル
百
円
を

割
り
込
み
特
に
深
刻
な
農
業
・

製
造
業
を
中
心
に
強
い
痛
手
を

受
け
て
い
る
。
政
府
は
景
気
回
復
し
つ

つ
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
現
実
に
は

良
く
な
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

冷
え
き
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
大

手
電
気
、
鉄
工
メ
ー
カ
ー
な
ど
下
請
け

の
仕
事
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
し
、
ま
た

リ

ス
ト
ラ
と
い
う
名
の
首
切
り
を
し
て
い

る
現
実
が
、
こ
の
田
舎
で
は
人
事
の
よ

う
に
思
え
て
し
ま
う
が
、
迫
り
つ
つ
あ

る
よ
う
だ
。

次
に
自
然
の
力
は
、
近
代
国
家
に
も

考
え
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
影
響
を
及
ぽ

冬九才阪一春

し
た
。
雨
が
降
ら
な
い
の
で
あ
る
。
百

年
に

一
度
と
ま
で
言
わ
れ
た
異
常
渇
水

に
み
ま
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
愛
媛
県
に

お
い
て
も
松
山
市
、
伊
予
市
で
は
長
期

間
に
わ
た
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
断

水
が
今
も
な
お
続
い
て
い
る
。
ま
さ
に

命
の
水
が
断
た
れ
た
の
だ
か
ら
、
辛
い

体
験
を
す
る
事
に
な
っ
た
。

原
因
と

し
て
は
、
人
口
の
増
加
、
大

気
汚
染
、
山
林
の
針
葉
樹
に
よ
る
保
水

カ
の
無
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
に

し
て
も
人
問
社
会
が
生
み
出
し

た
事
に
は
問
違
い
な
い
よ
う
だ
。

ま
た
、
今
一
番
考
え
て
ほ
し
い
と
い

う
自
然
の
警
告
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
今
月
松
山
自
動
車
道
が

川
内
ま
で
開
通
し
た
。

川
内
ー
高
松
間

が
二
時
間
十
分
で
結
ば
れ
る
。
私
た
ち

に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
、
そ
れ

に
伴
い
特
に
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る

南
予
に
も
、
元
気
の
出
る
材
料
と
な
れ

ば
幸
い
だ
。

松
山
以
南
は
ま
だ
充
分
と
い
え
る
道

路
の
整
備
は
出
来
て
い
な
い
が
、
近
い

将
来
車
で
の
阪
神
方
面
日
帰
り
は
夢
で

は
な
さ
そ
う
だ
。

最
後
に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
が
、
拳

銃
が
一
般
市
民
の
問
で
も
容
易
に
手
に

入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
の
殺
人
事
件

で
も
、
一
般
市
民
が
、
銃
を
使
い
死
亡

さ
せ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
を
見
本
に

し
て
き
た
日
本

人
も
、
こ
れ
だ
け
は
真
似
し
な
い
よ
う

に
、
美
し
い
自
然
と
心
を
失
わ
な
い
社

会
を
願
い
た
い
も
の
だ
。
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私
は
、
昭
和
二
十
一
年
終
戦
間
も
水
が
退
く
と
又
引
っ
張
っ
て
行
き
、
繋

な
く
伊
予
市
か
ら
宇
和
川
に
嫁
い
で
ぎ
合
わ
せ
て
橋
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

ま
い
り
ま
し
た
。
主
人
（
恒
夫
）
の
姉
の
赤
岩
に
は
、
脇
坂
さ
ん
が
雑
貨
屋
、

が
伊
予
市
に
嫁
い
で
い
た
の
で
、
姉
徳
永
さ
ん
が
た
ば
こ
屋
、
谷
本
さ
ん
が

の
知
り
合
い
の
紹
介
で
結
婚
し
、
汗
酒
屋
、
神
崎
さ
ん
が
鍛
冶
屋
、
緒
方
さ

生
部
落
の
寺
尾
さ
ん
の
横
で
主
人
が
ん
が
豆
腐
屋
、
そ
し
て
こ
ち
ら
の
汗
生

建
て
た
家
に
住
む
こ
と
と
な
り
ま
し
側
に
は
兵
頭
さ
ん
が
製
材
所
を
し
て
お

た

。

ら

れ

ま

し

た

。

今

思

う

と

当

時

は

、

渡

当
時
の
道
（
今
の
国
道
一
九
七
号
）
し
舟
や
板
橋
の
あ
る
大
変
風
情
の
あ
る

[
[
〗
こ
茎
〗
[
[
[
[

）
 

当
時
、
私
は
、
今
の
農
協
の

[
`
9`
:
[
汀
りL〗

の
渡
し
舟
に
乗
せ

て

も

ら

っ

て

洗

濯

組

合

長

の

鉾

岩

さ

ん

に

相

談

物
を
濯
い
だ
も
の
で
し
た
。
肱
川
の
を
し
、
農
協
か
ら
十
九
万
円
の
融
資
を

中
ほ
ど
ま
で
進
む
と
川
に
流
れ
が
あ
受
け
畑
を
田
ん
ぼ
に
し
ま
し
た
。
家
族

り
、
と
て
も
き
れ
い
に
濯
げ
ま
し
た
。
は
、
返
済
で
き
る
の
じ
ゃ
ろ
う
か
と
心

板
橋
は
、
今
の
赤
岩
橋
が
出
来
る
ま
配
も
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
夫
は
大
工

で
、
向
か
い
付
け
の
赤
岩
に
行
く
の
と
し
て
大
阪
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
、
私
は

に
、
ま
た
子
供
た
ち
が
学
校
に
通
う
こ
っ
こ
っ
と
商
売
を
し
、
ま
た
農
業
を

の
に
、
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
板
橋
や
っ
て
返
済
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子

は
、
大
水
が
出
て
橘
の
上
の
部
分
が
供
た
ち
も
大
学
ま
で
だ
し
て
や
る
こ
と

水
に
浮
ぎ
そ
う
な
に
る
時
、
途
中
の
が
で
き
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
物
事
に

繋
ぎ
目
を
外
す
と
川
の
流
れ
で
両
岸
無
頓
着
と
言
う
か
、
あ
ま
り
気
に
な
ら

に
流
さ
れ
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
川
の
な
い
私
の
性
格
だ
か
ら
出
来
た
の
か
も

肱
川
町
汗
生

出

水

サ

キ

エ

誦
売
を
始
め
て
四
十
二
年

(72
歳

し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
昭
和
四
十
年
、
赤
岩
橋
が

出
来
た
頃
、
赤
岩
橋
の
前
に
引
っ
越

し
ま
し
た
。
橋
が
出
来
、
交
通
も
発

達
し
た
せ
い
も
あ
り
店
に
は
、
中
居

谷
や
正
山
の
お
客
さ
ん
も
来
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
顔
馴
染

み
も
で
き
世
問
話
も
よ
く
し
た
も
の

で
す
。

い
つ
も
来
て
い
た
だ
く
お
客

さ
ん
が
暫
く
見
え
な
い
と
、
気
に
か

か
り
尋
ね
て
み
る
と
「
病
気
で
寝
よ

い
で
る
ん
よ
」
と
か
「
今
蚕
で
忙
し

い
ん
じ
ゃ
ろ
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
地

域
の
様
子
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
国
道
も
順
々
に
広

く
な
り
、
引
っ
越
し
を
し
店
の
名
前

も
「
フ
レ
ソ
ド
シ
ョ
ッ
プ
い
ず
み
」

に
変
え
て
オ
ー
プ
ソ
し
ま
し
た
。
店

の
前
に
駐
車
場
も
出
来
た
の
で
、
最

近
で
は
通
り
す
が
り
の
お
客
さ
ん
も

大
分
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

肱
川
に
嫁
い
で
結
局
三
回
引
っ
越

し
を
し
ま
し
た
。
「
出
水
さ
ん
は
、
だ

ん
だ
ん
奥
に
移
ん
な
は
る
が
、
い
づ

れ
鹿
野
川
の
方
へ
行
っ
て
し
ま
う
ん

か
な
」
と
、
お
客
さ
ん
に
冗
談
も
言
わ

れ
ま
す
が
、
私
は
、
こ
こ
汗
生
で
、
肱

川
の
流
れ
を
見
な
が
ら
、
主
人
と
、
そ

し
て
大
切
な
子
供
た
ち
の
暖
か
い
思

い
や
り
を
受
け
な
が
ら
生
活
で
き
る

事
に
惑
謝
し
て
い
ま
す
。
商
売
を
す

る
こ
と
で
人
を
知
り
、
農
業
を
す
る

こ
と
で
こ
の
土
地
を
愛
す
る
こ
と
が

出
来
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

川
上
商
工
会
青
年
部
に

は
昨
年
ま
で
河
辺
支
部
が

あ
り
、
私
は
そ
こ
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

河
辺
支
部
の
部
員
数
の
減

少
に
よ
っ
て
、
本
年
度
か
ら
支
部
制
を

廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
支
部

で
の
活
動
は
、
八
月
と
十
月
に
行
わ
れ

る
イ
ペ
ソ

ト
で
、
イ
カ
・
タ
コ
焼
き
、

焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
、
ピ
ー
ル
・
ジ
ュ

ー

ス
の
販
売
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、

川
上
商
工
会
青
年
部
の
事

業
、
活
動
は
毎
月
の
定
例
会
、
勉
強
会
、

七
月
・
親
善
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、
観

光
協
会
主
催
の
筏
流
し
大
会
参
加
、
八

月
・
夏
ま
つ
り
、
九
月
・
部
員
親
睦
ポ
ー

リ
ソ
グ
大
会
、
十
月
・
ニ
泊
三
日
の
県

外
研
修
旅
行
と
、
こ
の
半
年
問
で
の
活

動
内
容
を
み
て
も
充
実
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

部
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
な
が
ら
協
力
し
て
、
活
動

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
十

一
月
下
旬
に
は
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ソ
の

設
置
な
ど
活
動
は
ま
だ
ま
だ
数
多
く
あ

り
ま
す
。

今
や
、
何
で
も
大
き
な
事
が
良
い
事

だ
と
言
う
様
な
風
潮
で
す
が
、
私
達
零

細
企
業
の
商
店
主
は
、
そ
の
中
で
生
き

残
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
「
小
さ
な
地
域
だ
か
ら

1青年部雑感 I

心
を
新
た
に
、

ー
ト
可
）
~．
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~．
 

6

三
四
ー
ニ
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五
i

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

．．．
 

＊
募
集
人
員

＊
給

与

＊
勤
務
時
間

鹿
野
川
被
服
（
有
）

従

業

員

募

集

こ
そ
出
来
る
、
小
さ
な
事
か
ら
始
め
て

行
く
」
事
を
目
標
に
し
、
地
域
の
人
び

と
と
の
温
か
い
人
問
関
係
を
深
め
て
行

き
な
が
ら
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
、
活
動
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
行
く
事
が
、
今
後
の
青
年
部
の
課
題

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
、
こ
の
川
上
地

区
な
ら
で
は
の
特
質
を
生
か
し
な
が
ら
、

私
達
商
工
会
青
年
部
員
全
員
が
心
を
新

た
に
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
大

切
で
あ
る
と
共
に
、
事
業
活
動
を
実
施

す
る
上
で
、
私
達
を
支
え
て
く
れ
る
地

域
住
民
の
協
力
が
あ
る
事
に
深
く
感
謝

し
な
が
ら
、

今
後
の
活
動
が
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

中

津

博

文

積
極
的
な
姿
勢
で
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人権集会全体会（肱川中体育館）

差
別
解
消
を
め
ざ
し
て
、
第
五
回

「
熱
き
風
心
を
開
く
人
権
集
会
」
が
、

十
一
月
二
日
、
公
開
授
業
、
全
体
会
合

わ
せ
て
七
百
十
七
人
（
児
童
•
生
徒
ニ

百
七
十
六
人
、
町
内
三
百
三
十
一
人
、

町
外
百
十
人
）
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

公
開
授
業
は
正
山
・
予
子
林
・
岩
谷

の
各
小
学
校
で
午
前
十
時
か
ら
、
肱
川

中
で
午
前
十
一
時
十
五
分
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
園
児
・
小
・

中
・
高
校
生
に
よ
る
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー

f
;
0
4
 ゜
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の
展
示
さ
れ
て
い
る
肱
中
体
育
館
を
会

場
に
人
権
集
会
に
移
り
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
と
し

て
正
山
太
鼓
（
正
山
小
）
、
歌
謡
（
肱
中
）

が
演
じ
ら
れ
、
開
会
行
事
の
あ
と
、
中

学
生
・
高
校
生
全
員
が
「
モ
ー
ニ
ソ
グ

ー
そ
し
て
始
ま
る
美
し
い
命
よ
！
」
を

合
唱
し
ま
し
た
。
”
私
の
主
張
“
で
は

城
戸
あ
か
り
さ
ん
（
岩
谷
小
四
年
）
が

「
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
と
私
」
、
鳥
越

久
美
子
さ
ん
（
肱
川
中

三
年
）
が
「
差
別

の
な
い
時
代
を
プ
レ
セ
ソ
ト
」
、
吉
田

明
美
さ
ん
（
大
洲
高
校
肱
川
分
校
三
年）

が
「
差
別
解
消
は
行
動
か
ら
」
、
山
田
由

美
子
さ
ん
（
保
護
者
代
表
）
が
「
小
さ
な

灯
を
・:
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
予
肱
川
簡
易
保
険
保
養
セ
ソ

タ
ー
の
丸
岡
賜
之
介
さ
ん
、
肱
川
郵
便

局
の
乎
田
富
夫
さ
ん
か
ら
は
職
場
の
人

権
学
習
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
愛
媛
県
生
涯
教
育

推
進
講
師
村
上
保
先
生
に
「
人

問
と
し
て
の
生
き
方
を
問
う
」

と
題
し
て
講
油
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
は
体
験
に
も

と
づ
く
事
例
を
入
れ
な
が
ら
、

同
和
問
題
の
本
質
に
迫
り
、

「
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
を
、

ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
行
動
に
う

つ
す
か
と
い
う
こ
と
を
一
人
ひ

と
り
が
考
え
て
ゆ
く
こ
と
。
そ

の

一
っ
―
つ
の
行
動
が
地
域
の

う
ね
り
愛
媛
、
日
本
の
う
ね
り

に
な
る
」
と
熱
く
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
講
浪
の
要
旨
を
次
に
紹

あ
る
同
和
地
区
出
身
の
卒
業
生
か
ら

『
今
の
同
和
教
育
は
、
差
別
の
歴
史
や

差
別
事
例
の
話
ば
か
り
で
、
マ
イ
ナ
ス

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
差
別
す
る
こ
と

の
恐
ろ
し
さ
、
罪
深
さ
、
恥
ず
か
し
さ

と
い
う
も
の
を
学
力
と
し
て
身
に
つ
け

る
こ
と
、
差
別
さ
れ
る
者
の
悔
し
さ
、

無
念
さ
、
怒
り
と
い
う
も
の
を
情
念
で

分
か
ら
せ
る
こ
と
も
し
な
い
。
差
別
す

る
者
も
、
さ
れ
る
者
も
、
さ
せ
る
者
も
、

見
て
い
る
者
も
、
同
じ
人
間
で
あ
る
こ

と
、
差
別
を
許
さ
ず
、
差
別
と
闘
う
こ

と
を
考
え
る
場
で
は
な
い
。
同
和
教
育

以
前
に
根
本
的
な
こ
と
「
人
間
と
は
何

か
」
「
人
間
の
価
値
と
は
何
か
」
「
生
き

る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
」
と
、

い
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
教
育
を
す

べ
き
だ
と
思
う
。
』
と
い
う
内
容
の
手

紙
を
受
け
取
っ
た
。

私
が
学
ん
だ
同
和
教
育

人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
問
う

介
し
ま
す
。
な
お
詳
し
く
は
来
年

二
月

発
行
予
定
の
記
録
集
に
掲
載
し
ま
す
。

黒
人
作
家
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
イ

ト
は

「
世
間
で
は
無
神
経
に
し
ば
し
ば
『
黒

人
問
題
』
と
い
う
け
れ
ど
、
こ
の
問
題

は
実
は
黒
人
の
側
で
は
な
く
て
、
人
問

を
動
物
扱
い
し
た
奴
隷
制
度
以
来
、
た

え
ず
黒
人
を
不
当
に
差
別
・
圧
迫
し
て

ぎ
た
白
人
社
会
の
側
に
あ
る
ん
だ
。
」

と
言
っ
た
。
か
つ
て
水
平
社
運
動
の
指

導
者
、
泉
野
利
喜
蔵
は
「
消
防
車
が
あ

る
か
ら
火
事
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
。

医
者
が
い
る
か
ら
病
人
が
出
る
の
で
は

な
い
。
水
平
運
動
を
す
る
か
ら
差
別
事

件
が
起
こ
る
の
で
は
決
し
て
な
い
」
と

言
っ
た
。

同
じ
よ
う
に
女
性
差
別
、
身
障
者
差

別
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
差
別
な
ど
、

差
別
の
対
象
が
あ
る
か
ら
差
別
が
あ
る

の
で
は
な
く
、
差
別
す
る
者
が
い
る
か

ら
差
別
事
件
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
差
別
は
、
本
人
で
責
任

の
負
い
よ
う
の
な
い
事
情
、
ま
た
は
本

人
の
努
力
で
い
か
ん
と
も
し
難
い
事
柄

差
別
と
は

村

上

保

先

生

（
見
出
し
の
標
語
「
あ
な
た
の
心
と
私

の
心
つ
な
ぐ
も
の
は
思
い
や
り
」
は

予
子
林
小
六
年
井
脇
清
美
さ
ん
の
作
品

で
す
。
）
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心を開く）

講演をされる村上先生

結
婚
差
別

に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
り
、
他
の
多
く

の
人
々
に
は
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
を
、

侵
害
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
五
十
一
年
春
、
二
十
四
歳
の
卒

業
生
が
自
殺
し
た
と
聞
ぎ
、
お
悔
や
み

に
い
く
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
先
生
、

差
別
が
う
ち
の
孫
を
殺
し
た
、
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
て
よ
い
の
か
。
こ
ん
な
こ

と
が
許
さ
れ
る
の
か
。
」
と
い
っ
て
何

度
も
胸
を
揺
す
ら
れ
た
。

非
常
に
優
秀
な
子
で
有
名
な
銀
行
に

入
り
、
そ
の
支
店
長
と
男
性
の
会
社
の

工
場
長
が
、
大
学
の
同
窓
生
と
い
う
縁

で
見
合
い
し
結
婚
し
た
。
転
勤
先
の
東

京
で
挨
拶
に
行
く
と
、
彼
女
の
出
身
地

”
と
旧
姓
を
聞
い
た
松
山
出
身
の
次
長
が
、

彼
の
両
親
に
、
彼
女
が
部
落
出
身
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
両
親
は
彼

ら
を
呼
び
戻
し
、
別
れ
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
一
ヶ
月
後
、
結
果
的
に
海
に
飛
び

込
み
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

人
の
物
を
盗
っ
た
り
人
を
傷
つ
け
る

と
、
犯
罪
に
な
り
罰
せ
ら
れ
る
。
差
別

「私の主張」の各発表者
同
和
問
題
を
自
分
と
の

か
か
わ
り
の
中
で

が
よ
く
な
い
こ
と
も
社
会
の
常
識
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
差
別
的
に
言
動
を

し
て
も
社
会
的
な
非
難
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
日
本
の
現
状
で
は
法
律
で

罰
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
法

律
が
あ
る
と
か
、
な
い
の
問
題
で
は
な

く
「
差
別
行
為
は
犯
罪
な
の
だ
。
罪
を

償
う
べ
き
だ
。
」
と
い
う
、
社
会
通
念

が
で
ぎ
あ
が
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
問

題
で
あ
る
。

結
婚
差
別
に
つ
な
が
る
過
程

-
「
人
を
差
別
す
る
こ
と
は
よ
く
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
、
理
屈
で
は
わ

か
っ
て
い
る
。

二
「
で
も
こ
の
世
の
中
に
は
差
別
が

あ
る
」
「
私
は
差
別
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
世
の
中
に
差
別
す
る
体
質
が

あ
る
か
ら
仕
方
が
な
い
」

三
「
も
し
子
ど
も
が
、
そ
う
い
う
関

係
者
と
結
婚
し
た
ら
、
生
ま
れ
て
く

る
子
ど
も
（
孫
）
が
差
別
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
」
と
い
う
不
安
が
あ
る
。

四
「
だ
か
ら
、
薄
情
も
の
・
差
別
者

と
非
難
さ
れ
て
も
、
こ
の
結
婚
に
は

反
対
す
る
」

と
い
う
過
程
を
た
ど
る
。

「
特
別
に
同
和
教
育
を
し
な
く
て
も
、

人
権
教
育
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い

か
」
と
言
う
人
が
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
人
権
教
育
は
、
基
本
的
人
権

の
尊
重
を
心
が
け
と
し
て
「
差
別
を
し

て
は
い
け
な
い
で
す
よ
」
と

か
「
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

た
人
間
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

と
か
「
説
き
、
言
い
き
か
せ

る
」
と
い
う
道
徳
教
科
的
な

学
習
活
動
の
域
を
こ
え
て
い

な
い
。
思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
は
、

人
権
を
理
解
し
尊
重
す
る
た

め
に
大
切
な
惑
覚
で
あ
る
。

し
か
し
、
思
い
や
り
の
裏
に

差
別
す
る
気
持
ち
は
な
い
だ

ろ
う
か
、
部
落
問
題
を
語
る

と
き
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な

歴
史
が
あ
り
、
暮
ら
し
が
あ

り
、
現
実
が
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
豊
か
な
心
を
も
っ

て
思
い
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
。
思
い
や

り
だ
け
で
は
、
反
差
別
の
具
体
的
な
教

育
課
題
が
な
い
。

同
和
教
育
は
、
部
落
差
別
の
解
消
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
、
部
落
差
別
と
は

ど
ん
な
問
題
な
の
か
、
部
落
差
別
は
ど

う
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
か
、
な
ぜ
今
ま

で
残
存
し
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
同
和
問

題
の
解
決
が
国
民
的
課
題
な
の
か
な
ど
、

部
落
差
別
の
歴
史
性
や
社
会
性
に
つ
い

て
科
学
的
に
認
識
し
、
そ
の
認
識
の
上

に
立
っ
て
差
別
解
消
を
図
っ
て
い
く
た

め
の
学
習
で
あ
る
。
言
い
替
え
る
な
ら

ば
、
同
和
教
育
は
部
落
差
別
の
問
題
を

テ
コ
に
し
て
、
部
落
差
別
が
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
ど
の
程
度
な

く
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
モ
ノ

指
し
と
し
な
が
ら
、
日
々
取
り
組
ん
で

い
る
人
権
教
育
、
民
主
教
育
で
あ
る
。

同
和
教
育
は
決
し
て
特
別
な
教
育
で

は
な
い
。
教
育
の
本
質
そ
の
も
の
と
言
っ

て
も
よ
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
敢
え
て

同
和
教
育
と
い
う
呼
称
を
使
う
の
は
、

戦
後
の
教
育
が
同
和
問
題
を
見
落
と
し

た
ま
ま
に
進
め
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ

り
、
そ
し
て
今
も
な
お
十
分
で
な
い
か

ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
和
教
育
の
目
指
す

も
の
は
、
単
に
部
落
差
別
に
関
す
る
知

識
や
対
処
の
方
法
を
教
え
る
も
の
で
は

な
く
、
差
別
に
対
す
る
人
間
的
な
怒
り

と
、
差
別
か
ら
の
解
放
へ
の
共
感
を
喚

起
し
、
同
和
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理

解
と
行
動
力
を
持
つ
、
人
間
の
形
成
を

目
指
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

い
じ
め
の
問
題
で
も
、
い
じ
め
た
、

い
じ
め
ら
れ
た
の
当
事
者
の
み
の
問
題

で
は
な
く
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

る
、
人
の
痛
み
の
わ
か
ら
な
い
ク
ラ
ス
・

仲
間
・
集
団
の
責
任
は
大
ぎ
い
。

同
じ
よ
う
に
私
た
ち
が
直
接
差
別
を

し
な
い
、
あ
る
い
は
受
け
な
か
っ
た
と

い
う
立
場
で
、
同
和
問
題
を
見
た
と
き

他
人
ご
と
に
見
え
る
。
ま
ず
傍
観
者
的

態
度
か
ら
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

差
別
事
件
を
お
こ
し
た
人
が
決
ま
っ

て
言
う
セ
リ
フ
が
「
つ
い
、
う
っ
か
り

と
」
「
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
」
と

い
う
言
い
訳
で
あ
る
。
「
つ
い
、
う
っ

か
り
と
」
と
い
う
の
は
悪
意
は
な
か
っ

た
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
人

が
ま
っ
た
く
無
自
覚
に
差
別
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
根
深
い
も

の
が
あ
る
。
ま
た
「
そ
ん
な
つ
も
り
は

な
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
良
心
の
痛
み

を
感
じ
な
い
で
、
差
別
を
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
非
常
に
恐
い
こ
と
で
あ

る。
同
和
問
題
の
解
決
は
心
が
け
の
問
題

で
は
な
い
。
差
別
の
実
態
を
知
る
だ
け

で
は
、
差
別
の
解
消
に
つ
な
が
ら
な
い
。

私
た
ち
が
同
和
問
題
を
学
ぶ
こ
と
、
ま

た
、
こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
他
の
差

別
問
題
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
の
中
に
無
意
識
の
う
ち
に
植
え
つ
け

ら
れ
た
差
別
意
識
を
自
覚
し
、
そ
れ
が

私
た
ち
の
自
由
な
生
き
方
を
、
い
か
に

縛
っ
て
い
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
差
別
の
現
実
に
深
く
学
ぶ
」
と
は
、

差
別
を
見
抜
き
、
差
別
の
現
実
を
ど
う

受
け
止
め
、
自
分
は
ど
う
生
き
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
自
身
に
問

い
か
け
、
行
動
で
ぎ
る
人
間
に
な
り
た

い
も
の
で
あ
る
。
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闊抑入囲(16)
～つりはし川柳会～

川
柳
を
作
る
に
は
、
良

く
推
敲
（
す
い
こ
う
。
詩

歌
文
章
の
字
句
を
考
え
練

る
こ
と
）
せ
よ
と
言
わ
れ

る
。
毎
度
言
う
よ
う
に
、

作
り
っ
ば
な
し
で
な
く
、

良
く
考
え
、
仮
名
（
か
な
）

で
良
い
か
、
漢
字
に
す
べ

き
か
、
漢
字
な
ら
ど
の
漢

字
を
使
え
ば
、
句
の
意
が
よ
く
表
現

出
来
る
か
、
句
の
意
を
表
現
す
る
の

に
も
っ
と
良
い
言
葉
は
な
い
か
等
を

考
え
よ
と
言
う
事
で
あ
る
。

例
え
ば
文
字
を
入
れ
替
え
た
だ
け

で
も
句
の
意
が
良
く
表
せ
る
の
で
は

な
い
か
な
ど
は
初
歩
で
あ
る
。
次
の

例
を
考
え
て
見
て
頂
き
た
い
。
人
そ

れ
ぞ
れ
に
考
え
も
違
う
か
ら
、
一
口

に
ど
ち
ら
が
良
い
、
と
は
言
え
な
い

▽
さ
ん
ま
焼
く
匂
い
か
ぎ
つ
け
来
る

0

0

0

0

 

子
猫
さ
ん
ま
焼
く
匂
い
か
ぎ
つ
け
子
猟

0

0

0

0

 

来
る

▽か
旱旱も
魃魃知
ででれ
紅紅な
葉葉い
待待が
たた？
ずず
散 0木 0

る°の°
木 0葉 0
の散0
葉 0る°

0

0

 

▽
焼
き
餅
を
焼
い
た
昔
は
今
は
冷
え

0

0

 

焼
き
餅
を
焼
い
た
は
昔
今
は
冷
え

▽
日
本
女
性
宇
宙
飛
行
で
滉
屯
士
意
迎

日
本
女
性
宇
宙
飛
行
で
意
地
を
見
せ

二
つ
の
句
を
比
べ
て
見
て
、

O
印

の
つ
い
て
い
る
所
を
吟
味
し
て
見
て

く
だ
さ
い
。

毎年実施してお

ります、町内読書感

想文コソクールの審査会

が、 10月21日に開催され、町

内各小学校から提出された作品の

中で入賞者が決定しましたのでご紹介

します。

最近はテレビなど映像メディアに押されて

読書をする機会も少なくなっているようです。しか

し、大江健三郎さんのノーベル文学賞受賞をきっか

けとして、文学など読書をする人が増えつつあるよ

うです。

“読書の秋”みなさんも一冊読書を楽しんでみま

せんか。

公民館では、新しく購入した本は談話室入口に置

いております。また、希望される図書などありまし

たらできるだけ購入していきたいと思いますのでぜ

ひお知らせ下さい。

町内読書感想文コンクール入賞者氏名と作品名 瘍•‘ヽ

類 順位 学名 作 品 名 氏 名 癸頁 順位 学名 作 品 名 氏 名

1 中野小
「ありがとうをいいた＜

成 岡l 1 岩谷小
「ネパールに流れた美し

堀あかり
て」をよんで い水」を読んで

低 1 2 正山小 ちびっこちびおにさんへ 山下峻乎
向9 ， 9 

1 2 中野小
「3+3=5のろくでな

岩田将人
し」を読んで

3 岩谷小 すきときどききらい 和靖佳 3 大谷小
「トム・ソーヤの冒険」

前田愛子
子呂 学 を読んで

1 正山小 「ふしぎなイカ」を読んで 北川達池 1 岩谷小 虫たちの知恵 竹森麻衣

年 年

2 2 予子林小 かぶと虫のよう虫 卿 II 七恵 2 2 大谷小
「大小便のはなし」を読

上田敏行
んで

の 3 大谷小
「木はなぜたいせつか」を

岡本和也
の

3 中野小 地球を守ろう 香渡千恵子
読んで

はたらきもののあひるど --口部
1 正山小

んをよんで
山田 美幸 部 1 

--------

3 2 予子林小
大どろぼうくまさんを読

市川麻由美 3 2 岩谷小 「がんばれ、太ヤ ッチ． ン」 藤中聖子
んで

一---------3 大谷小 かわいそうなあひるどん 谷本茉衣 3 

「-------

ー
＿

や

や
遅
れ
ば
せ
な
内
容
で
申

~
一

し
訳
な
い
が
、
十
月
の
町
民
運

~
動
会
は
正
山
分
館
が
優
勝
し
、

~
一

~
昨
年
度
優
勝
の
大
谷
分
館
と
一
、

~
二
位
が
入
れ
替
わ
っ
た
。
地
域

~
の
交
流
や
親
睦
が
大
き
な
ね
ら

い
で
あ
り
、
勝
敗
や
順
位
に
つ

~
―
い
て
と
や
か
く
詮
索
し
な
い
方

~
一~

が
い
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

~
分
館
で
の
反
省
会
で
出
さ
れ
る
「
来
年

~
も
是
非
…9.
」
「
来
年
こ
そ
ば
…9
.
」
の

~
念
願
は
大
事
に
し
た
い
。
選
手
の
順
番

~
や
ペ
ア
の
組
み
方
、
ひ
も
の
結
び
方
、

~
靴
よ
り
も
は
だ
し
で
、
等
々
、
そ
れ
ぞ

~
れ
の
競
技
の
仕
方
へ
の
工
夫
を
凝
ら
し

~
た
練
習
に
励
む
こ
と
の
大
切
さ
は
勿
論

~
だ
が
、
要
は
地
区
全
体
の
盛
上
が
り
、

~
意
識
の
統
一
で
あ
ろ
う
。
元
気
な
者
は

~
全
員
参
加
の
心
意
気
で
、
互
い
に
支
え

．
合
い
、
協
力
し
て
爽
や
か
に
汗
す
る
練

i

習
の
結
果
が
運
動
会
で
の
好
成
績
に
結

~
び
付
く
の
だ
と
思
う
。

~
今
、
成
熟
し
た
社
会
の
中
で
、
都
市

i

化
や
核
家
族
化
、
少
子
化
が
進
み
、
家

~
庭
や
地
域
の
状
況
も
大
き
く
変
わ
っ
て

~
き
た
。
人
間
関
係
は
希
薄
化
し
、
社
会

~
的
連
帯
意
識
も
弱
く
な
っ
て
い
る
。
真

~
に
豊
か
な
社
会
、
地
域
を
つ
く
る
た
め

~
に
は
、
自
己
中
心
的
、
利
己
的
に
な
ら

~
ず
、
人
々
が
互
い
に
心
を
通
わ
せ
合
い
、

~
認
め
合
い
、
助
け
合
っ
て
、
連
帯
・
共

~
生
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

~
ろ
う
。

~
そ
の
意
味
で
、
町
民
運
動
会
の
も
つ

~
意
義
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

~
各
分
館
の
来
年
度
の
一
層
の
健
闘
を
祈

~
り
た
い
。
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inえひめ“大三島編” 10月23日

…青年団だより・・・

~
ょ
の
さ
た
ず
き
く

加

郡

寒

し

き

で

行

参

智

の

ま

引

が

と

像
~
の
越
島
い
を
流
度

J

て

子

、

三

思

。

怖

交

二

女

ろ

大

か

た

恐

と

う

‘

編盟
、

こ

。

と

し

と

員

も

参

が

と

一

？

ま

体

団

、

こ
た
た
ヨ
死
き
む
。
年
時

大

し
い
た
凍
で
痛
た
青
た

～
 

ま
て
つ
て
が
。
し
の
い

め

り
つ
か
し
と
間
ま
村
つ

ひ

あ
か
怖
と
こ
時
り
町
こ
L

ぇ・ー

は
び
。
つ
る

4
登
市
恕

n
 

で
飛
く
よ
え
約
を
の
治

前
が
と
ひ
迎
と
山
他
令

ム

►

鳥

一

名

ク

つ

、

を

こ

る

い

、

ラ

き

。

三

う
ー
な
ら
朝
る
ぎ
な
っ

フ

い

マ

か

が

こ

す

す

の

つ

て

ォ

口
玉
冒
昌
〗
状

ィ
な
見
こ
と
島
ら
会
た
一
た

デ
少
を
こ
何
三
が
頃
つ
か
つ

デr

レ
変
々
到
、
大
な
日
か
ん
ま
賞

レ

大

面

が

が

り

よ

も

し

z
 

明日を見つめて～

は
じ
め
ま
し
て
橋
本
（
妹
）
で
す
。
四

月
か
ら
社
会
人
と
な
り
毎
巳
愛
車
の

V

i
v
i
0
で
通
勤
し
て
ま
す
。

私
は
大
洲
の
成
能
に
あ
る
（
有
）
ア
マ
ッ

ク
に
勤
め
て
い
ま
す
。

よ
く
ア
イ
テ
ッ
ク
と
間
違
わ
れ
ま
す

が
、
ハ
プ
ラ
シ
は
作
っ
て
な
い
で
す
。

う
ち
の
会
社
は
重
機
の
販
売
や
修
理
を

夙
8のN。， 

3̀ 
橋本典子

す
る
会
社
な
の
で
重
機
の
欲
し
い
方
、

重
機
の
調
子
の
悪
い
方
は
ど
う
ぞ
ア
マ
ッ

ク
ヘ
、
お
電
話
ま
っ
て
ま
す
。

何
か
会
社
の
こ
と
ば
か
り
書
い
て
し

ま
い
ま
し
た
が
・：
書
く
こ
と
が
見
つ
か

ら
な
い
と
り
あ
え
ず
私
の
趣
味
を
紹

介
し
ま
す
。

私
の
趣
味
は

：．
あ
り
ま
せ
ん
。

い
え
、
え
ぇ
ま
ぁ
私
の
趣
味
は
動
く
こ

と
で
す
。
そ
う
動
く
こ
と
で
す
。
バ
レ
ー

や
テ
ニ
ス
何
で
も
し
ま
す
。
何
で
も
し

ま
す
と
言
っ
て
も
バ
レ
ー
ど
テ
ニ
ス
し

か
出
来
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
色
々
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
趣
味
を
増
や
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

待
っ
て
ま
し
た

r
十
一
月
号
の

A
S

U
K
A
」
で
、
ま
た
皆
さ
ん
と
会
え
る

こ
と
が
で
き
て
光
栄
に
思
っ
て
ま
す
。

恒
例
の

A
S
U
K
A
,
S
m
a
c
h

i
n
e
を
登
載
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
と
今
回
は
な
ん
と
「
レ
デ
ィ
ー

忍 1ぐ二
編 編`饂いsukA,Sハvfachin
集

？ 四と ここで自慢話を一言、言って
ば
おきたい所なのですが…とにかくノーマル！ ！ 

な
と言うのが私の車の特権で、まぁあるとすれ
ば、エンジンの音が静かな所ですかね、あと

し 見掛けよりも、ず一っと中はゆったりしていR 」るtこめ友人達の間でも「お昼寝にはサイコー
、とっても大人気？です。まあ、それは

私のドライブテクニックにも一理あると思い
ますけど••。

ス
フ
オ
ー
ラ
ム

i
n
え
ひ
め

S
大
三
島

編

s
」
が
愛
青
連
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
肱
川
か
ら
も
四
人
の
勇
士
達

が
参
加
し
、
そ
れ
な
り
の
感
想
を
書
い

て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
読
ん
で
貝
て

下
さ
い
。
そ
れ
で
は
ま
た
、
来
月
号
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
で
は
さ
ら
ば
：
．
o

r J>カローラ IIに乗って～買い物に出掛け
ミたら～サイフないのに気付いて～そのままド
ライブ～月』の、 トヨタ・カローラIIです。
このCMより古い型の分ですがスミレ色の
メタリック色で、とってもプリチーヒップを
もっている車です。

byりえ号
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1 2 月 の 行 事 予 定 表

ー

゜
2
 ．
 3
 
ー

2

3

5

5

8

 

防火デー

人権相談（肱川町公民館 10: 00~15 : 00) 

民生委員会（保健セ‘ノター）

大谷文楽公演（肱川中学校）

行政相談

心配ごと相談

町内幼稚園（おたのしみ会）

明老大学

14 

15 

21~22 

22 

26 

28 

28~30 

下旬

老人クラプ

定例部落長

町議会定例

農業委員会

税金等出張

仕事納め

消防団年末夜警

特別町民「風のパッケージ」発送

12月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 頭毛 話

4 日 苗自 根 医 院 44 - 2801 （内子町 14区）

（日）
大沙卜［記念病院 25-2022 （大洲市徳森）

1 1 日 芳我外科医院 44-2560 
（内子町 20区）

（日）
郷 緒 小 児 科 24-3936 （大洲市西大洲）

1 8 日 堀 JI I 医 院 43 - 0555 （内子町 20区）

（日）
村 上 医 院 24-2346 （大洲市常盤町）

2 3 日
r玉」→ 来 医 院 44-2248 
（内子町 5 区）

（金） 久（大保洲市新医谷）
院 25-0158 

2 5 日 小 J 11 医 院 44-2815 （内子町 9 区）

（日） 肱 J 11 医 院 25-2915 
（大洲市菅田）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡してからお出

かけください。

大

平

高
田
フ
サ
ヲ
さ
ん
(80
歳

*

＊

*

＊

＊

ー

＊

＊
 
＊
 

＊
・
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 
＊

＊

 

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

救

赤
松
晴
雄
さ
ん
（
肱
川
町
白
石
）
争
心

菊
地
債
由
美
さ
ん
（
西
宇
和
郡
保
内
町

⑮
⑮
⑮
⑮
⑮
ー

1

⑮⑤
 

⑮
ご
結
婚
お
め
で
と
う
⑮

⑮
 
⑤

ご

ざ

い

ま

す

⑮

⑮

R

⑮

⑮

⑮

⑮

 

中

津

高

畠
二
男

憚
光
さ
ん

航
ち
ゃ
ん

*

＊

*

＊

*

*

 

＊
 

＊

お

誕

生

お

め

で

と

う

＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 
＊
 
女

＊

＊

＊

＊

＊

病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 市立大洲病院 24 - 2151 

水 加 戸 病 院 24 - 5101 

木～日 大、洲中央病院 24-4551 

12
月
27
日（火

‘’ 

” 
時

間

一
午
後

1
時

i
2
時

12
月

1
日
（
木
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

臼゚
C
I四

12
月
7
日
（
水
）
一
内
子
町
商
工
会

程

場

所

12
月
5
日
（
月
）
一
大
洲
商
工
会
議
所

日

◎
社
会
保
険
出
張
相
談
所

12
月
5
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー
ニ
五

0
八

▽
場

所

▽
日

時

◎行政相談

12 12 
月 月 相
20 5 

談日 日

火 月
日

小宮 笹福

川田 木田
担
当
相

和義 明 談
員

雄盛徳保

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時
30
分

i
4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽
場

所

面

■ご
璽
函
璽

時

間

午

後

1
時

t
4
時

12
月
2
0
日
（
火
）
＿
肱
川
町
公
民
館
一

日

程

◎
元
気
じ
る
し
教
室

◎
1
2
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

12
月
15
日
（
木
）

（
出
す
の
は

12
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山
・
八
重
栗
・
正
山
地
区
・

見
の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野

川

・
中
野
・
岩
谷
・
予
子
林

◎
不
用
犬
回
収
日

▽

日

時

12
月
13
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

時

間

午
後
1
時
30
分

.
3
時
30
分

12
月
3
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
―

ー

日

程

日

程

日

程

場

所

場

所

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

時

間

午
前
9
時
30
分

1
1
2
時

12
月
16
日
（
金
）
＿
肱
川
町
公
民
館
一

場

所

◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ

時

間

＿
午
前
9
時
30
分

1
註
蜀
分

12
月
14
日
（
水
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

場

所

◎
幼
児
教
室
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